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ぜんぶ、藍色だった。
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　　　│ 一いっ色しょく │ 透とう 明めい だ っ た







　白しろい尾おっぽをきらきらと光ひからせて、一いっ匹ぴきの金きん魚ぎょが泳およいでいる。

　花はな火び大たい会かいの日ひに、何なん百びゃっ匹ぴきもの中なかから、薄うすっぺらい紙かみで、すくい上あげられた金きん魚ぎょ。

「君きみと私わたしは、似にているね」

　薬くすり指ゆびで、水すい槽そう越ごしに金きん魚ぎょをなでる。

　金きん魚ぎょは私わたしの、唯ゆい一いつの友とも達だち。

「はあ」

　ため息いきがもれたのは、金きん魚ぎょがそっぽをむいたせいじゃない。

　下したの部へ屋やから、家か族ぞくがたのしそうに話はなしているのが響ひびいてくるから。

　その笑わらい声ごえの中なかに私わたしはもう、混まざることができない。




　──私わたしの心こころが透とう明めいになったのは、十じっ歳さいの誕たん生じょう日びだった。

　眠ねむる前まえ、両りょう親しんがプレゼントしてくれた淡あわい水みず色いろのワンピースに着きがえた私わたしは、ふたりの寝しん室しつへ向むかった。

　プレゼントを受うけ取とったとき、うまくありがとうと言いえなかったから、言いいたかった。

　それから、「似に合あってる。可愛かわいいね」って、言いってもらいたかった。

　でもドアをノックしかけたとき、お父とうさんの、「やっぱり、彩あや花かとは違ちがうな……」というため息いきまじりの声こえと、

「……透とう花かなんか、つくらなきゃよかった」

　暗くらく、うっとうしそうにつぶやいたお母かあさんの声こえが、ドア越ごしにはっきりと聞きこえてきた。

　私わたしは、家か族ぞくが大だい好すきだった。

「お母かあさんはね、透とう花かの笑え顔がおが大だい好すきなの」

　そう言いって、やさしく頭あたまをなでてくれるあたたかい手てが。

　お父とうさんは会かい社しゃを経けい営えいしていて、毎まい日にち仕し事ごとに追おわれていたけど、休やすみができるたびに旅りょ行こうへつれていってくれた。

　だけどここ数すう年ねん、家か族ぞくで旅りょ行こうへ行いくことはめっきりなくなっていた。

　お母かあさんが頭あたまをなでてくれることも。

　だから薄うす々うすは、わかっていたのかもしれない。

　妹いもうとが成せい長ちょうするにつれ、自じ分ぶんが「いらない子こ」になっていることを。

　だってふたりは、いつも妹いもうとの彩あや花かのことばかり、気きにかけていた。

　私わたしの存そん在ざいを、無む視しすることすらあった。

　でも、仕し方かたない。彩あや花かは生うまれながらにして、とても可愛かわいくて、天てん真しん爛らん漫まんで、誰だれからも愛あいされるようなタイプで──若わかいころモデルのお仕し事ごとをしていたお母かあさんにも、よく似にている。

　それに比くらべて私わたしは、すらりと背せは高たかいほうだけど、これといった特とく徴ちょうのない平へい凡ぼんな顔かおで、性せい格かくも暗くらくて、あの夜よるふたりの気き持もちを知しってからは、うまく笑わらうこともできなくなった。

　けど別べつに、笑わらえなくて困こまることなんてなかった。

　だってもう、私わたしの世せ界かいには、悲かなしいことしか起おこらない。

　ときどき、ひとりでどこか遠とおくへ行いってしまいたいと思おもう。

　でもね、まだ十じゅう四よん歳さいだから──。

「ひとりじゃ、どこにも行いけないんだ」

　だからさ、金きん魚ぎょ、君きみと一いっ緒しょだね。

　世せ界かいはこんなに広ひろいのに、どこにも行いけない。

　同おなじ場ば所しょをただ、行いったり来きたり、泳およいでいる。
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　ざあ──、ざあ──。

　六ろく月がつの中ちゅう旬じゅん。いつの間まに咲さいたんだろう。

　青あおやピンクや紫むらさきのアジサイが、通つう学がく路ろをきれいに彩いろどっている。

　近ちかごろは、ずっと雨あめ。

　でも雨あめの音おとが、私わたしは好すき。

　うるさい雨あめの音おとの中なかでは、友とも達だちがいたってきっとうまくおしゃべりできないから。

　雨あめが降ふっているときだけは、ひとりぼっちなことを悲かなしまなくてもいい。

「蒼あお井い透とう花かさん」

「はい」

　学がっ校こうで声こえを放はなつのは、出しゅっ席せき確かく認にんのときと、授じゅ業ぎょう中ちゅうに当あてられたときだけ。

　それ以い外がいは、誰だれからも話はなしかけられることはない。

　私わたしはきっと──透とう明めい人にん間げんになってしまったんだと思おもう。

「蒼あお井いさんって、何なに考かんがえてるんだろうね」

「全ぜん然ぜんしゃべらないし、ちょっと、不ぶ気き味みだよね」

　そんな影かげ口ぐちを、春はるが終おわるころ、教きょう室しつの隅すみで聞きいた。







　放ほう課か後ごの美び術じゅつ室しつだけが、私わたしの居い場ば所しょだった。

　美び術じゅつ部ぶはあまり人にん気きがなくて、所しょ属ぞくしているのは、幽ゆう霊れい部ぶ員いんの一いち年ねん生せいカップルと、受じゅ験けん勉べん強きょうがあるからとほとんどでてこない三さん年ねん生せいがひとり。

　顧こ問もんは美び術じゅつの先せん生せいで、自じ分ぶんの作さく品ひん制せい作さくでいそがしいらしく、来きたり来こなかったりする。

　つまり、ほとんどのとき、私わたしだけの空くう間かんだった。

　私わたしは、絵えを描かいている時じ間かんがいちばん好すき。

　白しろい紙かみが、思おもい描えがいた色いろで、彩いろどられていく。

　筆ふでを走はしらせているときは、悲かなしいことは何なにも考かんがえなくてよかった。

　近ちかごろは、あおい絵えを描かいている。

　水すい彩さい画がを描かくようになって、「あお」にはいろんな種しゅ類るいがあることを知しった。

　画が材ざい屋やさんに「あお」の絵えの具ぐを買かいに行いくのが、最さい近きんのひそかなたのしみだ。

　今日きょうは、手てに入いれたばかりの「藍あい」という色いろで、空そらなのか、海うみなのか、夜よるなのか、そのすべてが混まじったような、絵えを描かいてみた。

「きれいな、色いろ……」

　描かいたばかりの絵えに触ふれる。

　この色いろをつかって、もっと絵えを描かいてみたい。

　そう思おもったとき、ふわりと雨あめのにおいがして──、

「きれいな、絵えだね」

　背はい後ごから、男おとこの子この声こえがした。

　学がっ校こうではもう、誰だれかに話はなしかけられることなんてないのに。

「えっと……ありがとう……」

　──いったい、誰だれ？

　返へん事じをしてから、こわごわと後うしろをふりむく。

　でも気きのせいだったのか、そこには誰だれもいなかった。

　絵えの具ぐで汚よごれたカーテンが、ただ静しずかに風かぜに吹ふかれているだけだった。
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　翌よく日じつも、しとしとと冷つめたい雨あめが降ふっていた。

　なんだか朝あさから教きょう室しつがさわがしい。

「ねえ、今日きょう転てん校こう生せいが来くるんだって」

「男だん子し？」

「そう。さっき、すれ違ちがったんだけど、めっちゃかっこよかった」

「マジ！　リップ塗ぬりなおさなきゃ」

　転てん校こう生せいか──。

　透とう明めい人にん間げんの私わたしには関かん係けいないことなのに、なんだか気きになってしまう。

「みなさん、おはようございます。さっそくですが、今日きょうは転てん校こう生せいを紹しょう介かいします」

　チャイムが鳴なり、担たん任にんの先せん生せいが入はいってくる。

　そして、転てん校こう生せいが現あらわれた瞬しゅん間かんだった。

　違ちがう世せ界かいへワープしたみたいに、教きょう室しつの空くう気きがいっぺんに変かわった。

「はじめまして。不ふ二じ木き藍あいです」

　先せん生せいがその後うしろで黒こく板ばんに名な前まえを書かく。

　藍あい──……。

　それは昨日きのう、はじめてつかった絵えの具ぐと同おなじ名な前まえだった。

「え、イケメンすぎない……？」

「映えい画がから抜ぬけ出だしてきたみたい」

　前まえの席せきの女じょ子したちのひそひそ声ごえに、心こころの中なかでうなずいた。

　それは生うまれつきなのだろうか、男おとこの子この髪かみは色しき素そが薄うすく、グレーがかった色いろをしている。長ながめの前まえ髪がみから覗のぞく涼すずしげな目め元もとは、きれいな夜よるを映うつしているようだった。

「両りょう親しんの都つ合ごうで、東とう京きょうに引ひっ越こしてきました。よろしくお願ねがいします」

　どくんと、生いき物ものみたいに心しん臓ぞうが跳はねた。

　だって目めがあった気きがした。

　反はん射しゃ的てきに逸そらしてしまったけど、たしかに、いま。

　小ちいさく息いきを吐はいてから、私わたしはもう一いち度ど、転てん校こう生せいを見みた。

　気きのせいじゃなかった。

　転てん校こう生せいは、その少すこしだけ青あおみがかったように見みえる瞳ひとみで、私わたしを見みていた。

　心しん臓ぞうの音おとがうるさいくらいに鳴なりはじめ、雨あめの音おとも、教きょう室しつのざわめきも、何なにも聞きこえない。
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　だって同おなじ人にん間げんじゃないみたいにきれいで──。

「じゃあ、授じゅ業ぎょうをはじめます。不ふ二じ木きくんは、後うしろの空あいている席せきに座すわってくれる？」

「はい」

　恥はずかしいのに、目めが離はなせない。
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　──藍あい……。

　放ほう課か後ご、乾かわいた絵えを修しゅう正せいしながら、その名な前まえばかりが思おもい浮うかぶ。

　なぜだか、藍あいという色いろがもっと好すきになっていた。

（藍あい、くん……）

　心こころの中なかで呼よんでみる。

　なんだか、心こころの奥おくのほうがざわざわした。

「見けん学がく、してもいい？」

　絵えを描かきはじめようとしたときだった。

　ふりかかってきた声こえに、ゆっくりふりかえると、入いり口ぐちには藍あいくんが立たっていた。

　私わたしはこくりと大おおきくうなずいた。

　こうして近ちかくで見み上あげると、背せも高たかくてまるでモデルみたいだ。

「部ぶ員いんって、今日きょうは蒼あお井いさん、だけ？」

「あ、うん」

　顔かおがこわばって、小ちいさな声こえしかでなかった。

　でもこんなにも完かん璧ぺきな男おとこの子こに、緊きん張ちょうしないほうが、きっとむずかしい。

　それから、はっとして、気きがついた。

　いま──蒼あお井いさん、って言いった。

「あの……どうして、私わたしの名な前まえ」

　自じ己こ紹しょう介かいはまだしていないはずだった。

「先せん生せいから貰もらった名めい簿ぼ見みて、だいたい覚おぼえたんだ」

「そう、なんだ。すごいね」

　もしかしたら一いち日にちでクラス全ぜん員いんの名な前まえを覚おぼえたのかな。

「この絵え……抽ちゅう象しょう画がだよね」

　藍あいくんは私わたしの絵えを見みつめて言いった。

「ちゅうしょうが……？」

「うん。こういう何なにを描かくわけでもない、夢ゆめの中なかみたいな絵えは、抽ちゅう象しょう画がっていうんだ」

　たしかにこの絵えは、感かん覚かくに任まかせて色いろを塗ぬっただけで、何なにを描かいたわけでもなかった。

「そうなんだ。私わたし……ただ、新あたらしい絵えの具ぐをつかってみたかっただけで……」

「へえ。知しらないで描かいたなんて、才さい能のうだね」

「そんなこと……はじめて言いわれた」

　自じ分ぶんに才さい能のうがあるなんて、考かんがえたこともなかった。

「あの、昨日きのう……、声こえかけてくれたのって、もしかして……不ふ二じ木きくん……なの？」

　昨日きのう、きれいな絵えだと褒ほめてくれた誰だれかの声こえに──ずっと似にているような気きがしていた。

「ああ……うん。すごくきれいな藍あい色いろだったから」

　──やっぱりそうだ。

　あの声こえは、藍あいくんだったんだ。

「藍あい色いろってすぐわかるなんて、色いろに詳くわしいんだね」

　もしかして、絵えを描かくのかな。

　どんな絵えを描かくんだろう。

　まだ何なにも知しらないのに、勝かっ手てに想そう像ぞうを膨ふくらませながら、私わたしはきいた。

「いや、色いろのこととか、全ぜん然ぜんわからないんだけど……どうしてだろう」

　藍あいくんはなぜだか、不ふ思し議ぎそうにつぶやいた。

「もしかして、同おなじ名な前まえ……だから？」

　続つづけてきくと、その表ひょう情じょうはかたまった。

　変へんなことを口くち走ばしってしまったかもしれない。

「……うん、そうかも。同おなじ名な前まえだから、知しってたのかも」

　でも不ふ安あんはすぐ、はじめて見みたその笑え顔がおに、かき消けされた。

　ずっと静しずかだった心しん臓ぞうが、音おとをたてはじめたのがわかる。

　その音おとをかくしてくれるみたいに、チャイムが鳴なり響ひびいた。

「じゃあ、つぎの部ぶ活かつ見けん学がく、あるから」

　そう言いって背せを向むける藍あいくんに、放ほう課か後ごはずっとひとりで、ひとりがよかったのに……どうしようもなくさみしくなった。

　──もっと話はなしたい。

「……あの」

　迷まようより先さきに口くちがうごいていた。

「何なに？」

　藍あいくんが私わたしをふりかえる。

　それだけで、鼓こ動どうがはやくなる。

「またっ……話はなしたい」

　勇ゆう気きをふりしぼると、思おもったよりも大おおきな声こえがでた。

　藍あいくんは、なかなか答こたえてくれない。

　無む表ひょう情じょうのまま、何なにかを考かんがえている。

　やっぱり私わたしなんかと、話はなしたくない──かな……。

　断ことわられることを覚かく悟ごしながら、心こころをシャットダウンするみたいに目めをつむったとき、

「俺おれも」

　藍あいくんが答こたえた。

「じゃあ、また明日あしたね」

　どうしよう。静しずかになった美び術じゅつ室しつで、まだ心しん臓ぞうだけが、うるさい。










　　　│ 二に色しょく │ 気き が つ い て ほ し か っ た







「不ふ思し議ぎくんって、同おなじ人にん間げんじゃないみたいにきれいな顔かおだよね」

「このあいだの小しょうテストも、いきなり満まん点てんだったんだって」

　藍あいくんが転てん校こうしてきてから、一いっ週しゅう間かんが経たった。

　毎まい日にち他ほかのクラスの子こが観かん察さつにやってきては、うっとりとした声こえを漏もらしている。

　一いち部ぶの女じょ子しは、藍あいくんのことを、不ふ思し議ぎくんと呼よんでいた。

　苗みょう字じの不ふ二じ木きをもじっているのと、天てん然ねんだから、ということらしい。

　たしかに勉べん強きょうはすごくできるのに、少すこし変かわったところがあるのかもしれないと思おもう。

「蒼あお井いさん、おはよ」

　なぜなら藍あいくんは毎まい朝あさ、登とう校こうしてくるといちばんに、私わたしの席せきへそう言いいに来きてくれるのだ。

　あの日ひ、思おもい切きって「また話はなしたい」と言いった。

「俺おれも」と返へん事じをくれたけれど、まさか、こんなふうに毎まい日にち、話はなしかけに来きてくれるなんて思おもってもいなかった。

　これも天てん然ねんだから……なのかな。

「うん。おはよ……」

　うれしいのに戸と惑まどってしまう。

　だって私わたしはずっと、透とう明めい人にん間げんだったのに──。
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　そして、事じ件けんが起おきたのは、七しち月がつがはじまった日ひだった。

　プール授じゅ業ぎょうのため、クラスにも掃そう除じ当とう番ばんが回まわってきた。

　クラスメイトは適てき当とうに掃そう除じをしたあと、はやばやと帰かえってしまって、私わたしはひとりで、プールサイドをデッキブラシで擦こすっていた。

　身しん長ちょう差さのある女じょ子しふたり組ぐみに囲かこまれたのは、そろそろ切きり上あげようとしたときだった。

「蒼あお井いさん、まだいたんだ」

　ずっと嫌いやな予よ感かんはしていた。

　朝あさからふたりの目めに睨にらまれていたからだ。







　──今日きょうは、彩あや花かのヘアアイロンを借かりて、髪かみをストレートにしてきた。

　星せい座ざ占うらないに、〈髪かみ型がたを変かえるといいことがあるかも〉と、書かかれていたから、というのはきっかけで……。

　藍あいくんと話はなすようになってから、勉べん強きょうのジャマにならないように、ひとつにくくっていただけの髪かみ型がたが、なんだか恥はずかしくなってきたから。

　だって藍あいくんの髪かみは、いつも見みとれてしまうくらいにさらさらだった。

　すると藍あいくんは、すぐに私わたしの変へん化かに気きがついて、こう言いってくれたのだ。

「髪かみ型がた、可愛かわいいね」

　そんな感かん想そうが、いつもクールな藍あいくんの口くちから放はなたれるなんて、思おもってもみなかった。

「あ、ありがとう……」

　頬ほおが一いっ瞬しゅんで、赤あかく染そまるのがわかった。

　可愛かわいいなんて言こと葉ばは、自じ分ぶんとは無む縁えんのものだと思おもっていた。

　うれしさを噛かみしめるように、胸むな元もとまで伸のびた髪かみの毛けの先さきを、指ゆび先さきでぎゅっと握にぎる。

　でも、余よ韻いんにひたることはゆるされなかった。

「ねえ、何なにを話はなしてたの」

　不ふ機き嫌げんな声こえが、すぐにふってきたから──。







「蒼あお井いさん、最さい近きんなんか、調ちょう子し乗のってるよね」

　ふたり組ぐみは、今け朝さと同おなじように、怒いかりに眉まゆをひそめて私わたしを見み下おろしている。

「え……？」

「あれ、気きづいてないの？　不ふ二じ木きくんはやさしいから、声こえをかけてあげてるだけなのに、髪かみ型がたとか変かえちゃって、まさか不ふ二じ木きくんが自じ分ぶんのこと好すきとか、勘かん違ちがいしてたりして？」

「ねえ、どんな手てをつかっているか知しらないけど、もう不ふ二じ木きくんと話はなさないでもらえる？」

「……どうして、そんなこと……言いうの」

　いままで、話はなしかけてもくれなかったのに。

「は？」

「私わたしと話はなすかどうかは……不ふ二じ木きくんが……決きめることだと思おもう」

「あんた……、マジで調ちょう子し乗のりすぎだから！」

　その瞬しゅん間かん、衝しょう撃げきとともに、からだがプールをめがけて落おちていくのがわかった。

　スローモーションみたいに、空そらや雲くもや、目めに映うつるすべてが、ゆっくりと遠とおざかっていく。

　穴あながあいたのかと思おもうくらい、お腹なかが痛いたい。

　ふたりのうち、どちらかの足あしに、つよく蹴けられたからだ。

　──どうして……こんな、悲かなしいことしか起おこらないんだろう。

　私わたしは、制せい服ふくが濡ぬれることを諦あきらめながら、ぎゅっと目めをつむった。

　その瞬しゅん間かん、誰かに手て首くびをつかまれた。

　からだがプールサイドへと引ひき戻もどされる。

　その反はん動どうで──誰かは、水飛沫みずしぶきをあげながら、プールの中なかへ落おちていった。

「不ふ二じ木きくん?!」

　ふたり組ぐみが、そろってそう悲ひ鳴めいをあげる。

　その名な前まえを聞きいて、私わたしは痛いたみも忘わすれて、水みずの中なかに視し線せんを落おとした。

　すると藍あいくんが、制せい服ふくを着きたままプールにしずんでいた。

「どうして、こんなやつ……助たすけるのかわかんない」

「ねえ、でも、どうしよう。不ふ二じ木きくんしずんだままだよ」

　背せが低ひくいほうの女じょ子しが、不ふ安あんそうに水みずの中なかを覗のぞき込こむ。

　もしかしたら、プールに落おちた衝しょう撃げきで、気きを失うしなっているのかもしれない。

　私わたしはプールに入はいるのが怖こわい。夏なつになると見みる夢ゆめのせいだ。

　でも、そんなこともぜんぶ忘わすれて、制せい服ふくのままプールに飛とび込こんだ。

　プールの底そこで、なぜだか藍あいくんは、はっきりと目めを開あけたままだった。

　──何なにかを、見みつめているみたいだった。

　だけどこのままでは死しんでしまう。私わたしはその手て首くびをつかみ、浮ふ上じょうさせた。

「不ふ二じ木きくん、大だい丈じょう夫ぶ……？」

　長ながい時じ間かん、息いきができなかったはずなのに、その表ひょう情じょうはなぜだか、苦くるしそうじゃなかった。

「……うん……自じ分ぶんが泳およげないこと、忘わすれてた」

　藍あいくんは、ぽつりと言いった。

「え……？」

「でも、蒼あお井いさんが助たすけてくれて、助たすかった」

「それは、こっちのセリフだよ」

　言いってから、手て首くびをつかみっぱなしだったことに気きがついて、離はなす。

　プールサイドの方ほうを向むくと、ふたり組ぐみが私わたしたちの様よう子すを、怪け訝げんそうな顔かおで見みつめていた。

「なんで、なの。蒼あお井いさんみたいな透とう明めい人にん間げんに傍そばにいられるの、迷めい惑わくじゃないの……？」

「いや……ふつうにこういうことされるほうが、迷めい惑わくだけど」

　怒おこるわけでもなく、藍あいくんは冷れい静せいに答こたえた。
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「ねえ、こんなダサい子こ、不ふ二じ木きくんにつりあわないよ」

「……つりあうって何なに？」

「不ふ二じ木きくんと蒼あお井いさんは、同おなじレベルじゃないってこと！」

「じゃあ、俺おれと君きみは同おなじレベルなの？」

　藍あいくんが悪わる気ぎもなく問といかけると、

「…………」

　ふたり組ぐみは、唇くちびるを噛かみしめて黙だまり込こんだ。

「あと、蒼あお井いさんは透とう明めい人にん間げんじゃないと思おもう。ちゃんと見みえているから」

　やっぱり……藍あいくんは天てん然ねんなのかもしれない。

　そう感かんじていると、ふたり組ぐみは、いらだちをはき出だすようにため息いきをついた。

「……もういい。天てん然ねんすぎて呆あきれた。行いこ」

「うん」

　せっかく掃そう除じしたプールサイドを、靴くつの裏うらで汚よごしながら、ふたり組ぐみが去さっていく。

「ごめん」

　その影かげが完かん全ぜんに見みえなくなってから、藍あいくんは言いった。

「何なにが……？」

「俺おれ、今日きょうプール掃そう除じだったの忘わすれてたんだ……。でも、美び術じゅつ室しつに行いったら、蒼あお井いさんいなかったから、思おもい出だして。もう終おわってるかと思おもったんだけど……来きてよかった」

「どうして……美び術じゅつ室しつへ行いったの？」

　プール掃そう除じを忘わすれていたことより、そのことが気きになった。

「美び術じゅつ部ぶに、入はいったから」

「……へ？」

　時ときが止とまる。

　プールの水すい面めんを揺ゆらす色いろのない風かぜだけが、頬ほおをかすめた。

「もしかして、迷めい惑わくだった？」

　思おもい切きり首くびを横よこにふった。

「そんなわけない。うれしい……私わたししか、いなかったから」

　本ほん当とうは毎まい日にち、もっとしゃべりたいって思おもっていた。

「よかった。でももう今日きょうは行いけないかな」

　びしょびしょになった制せい服ふくを見みて、藍あいくんがいたずらっぽく笑わらう。

「そうだね」

　水みずに濡ぬれて冷つめたいはずなのに、制せい服ふくのリボンの奥おくが、じんと熱あつい。
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　絵えの具ぐのにおいがただよう空くう間かんに、ふたりきり。

　見み慣なれた空くう間かんのはずなのに、藍あいくんが存そん在ざいするだけで、景け色しきは不ふ思し議ぎなくらいに輝かがやきはじめる。

　藍あいくんが美び術じゅつ部ぶに入はいったなんて、やっぱり夢ゆめを見みているのかもしれない。

　もしかして前まえの学がっ校こうでも、美び術じゅつ部ぶに入はいっていたのかな？

　だって私わたしよりも、絵えに詳くわしかった。

　藍あいくんは、今日きょうから、何なにを描かくつもりなんだろう……。

「蒼あお井いさんを、描かいていい？」

「わ、私わたし？」

　予よ想そうもしていなかった質しつ問もんに、声こえがうわずった。

「うん。俺おれ、絵えとかあんま描かいたことないし、何なにか見みないとうまく描かけないと思おもうから」

　でも、絵えを描かいたことがないということは、美び術じゅつ部ぶじゃなかったんだ。

「……だけど……私わたしも、絵えを描かくから、じっとしていられないよ」

「大だい丈じょう夫ぶ。ただ、蒼あお井いさんを描かきたいだけだから」

　心こころの準じゅん備びもできないままに、藍あいくんが私わたしを描かきはじめる。

　じっと見みられているだけで、筆ふでを持もつ手てが汗あせばんでくる。

　藍あいくんは、どんなふうに私わたしを描かいてくれるのかな……。

　センスのいい藍あいくんだから、きっと──すてきな絵えに違ちがいないんだろう。

　そういえば私わたしは……人ひとを描かいたことがない。

　デッサンの勉べん強きょうはするけど、作さく品ひんとなると抽ちゅう象しょう画がばかりだ。

　それは心こころの中なかに、何なにもなかったからなのかもしれない。

　描かきたいと思おもう人ひとが、誰だれもいなかったからなのかもしれない。

「そういえば、あの藍あい色いろの絵え、ないね」

　ずっと、それに気きがついてほしいと思おもっていた。

「……先せん生せいに、美び術じゅつ館かんが主しゅ催さいしている、中ちゅう高こう生せいむけのコンクールに出だしてみたらどうかって言いわれて、提てい出しゅつしたの」

「そっか。きっと入にゅう選せんするよ。吸すい込こまれそうなくらい、きれいな絵えだったから」

　藍あいくんは鉛えん筆ぴつを迷まよわずうごかしながらそう言いうと、私わたしにむかい、やさしく微笑ほほえんだ。










　　　│ 三さん色しょく │ 生う ま れ て こ な け れ ば よ か っ た







「蒼あお井いさんは、どうして美び術じゅつ部ぶに入はいったの」

「うん。小しょう学がっ校こうを卒そつ業ぎょうした日ひね、部へ屋やの掃そう除じをしていたら……小ちいさいころに描かいた絵えを見みつけたんだ。何なにを描かいたのかも覚おぼえてなくて……色いろを塗ぬっただけの絵えだったんだけど、眺ながめていたらすごく幸しあわせな気き持もちになれたの……。そしたら絵えを描かきたくなったんだ」

「じゃあ、小ちいさいころから抽ちゅう象しょう画がを描かいてたんだ」

　そんな藍あいくんの感かん想そうに、私わたしはちょっと笑わらって言いった。

「そうだったらすごいね。だけど子こ供どものころはみんな、夢ゆめみたいな絵えを描かくから」

　こんなふうに近ちかごろは、藍あいくんと、教きょう室しつでも話はなすことが増ふえた。




　──不ふ二じ木きくんって、前まえの学がっ校こうで、問もん題だいを起おこしたから転てん校こうしてきたんだって。




　ふたり組ぐみが、よくないうわさを流ながしているせいだった。

　ファンの女おんなの子こたちでさえ藍あいくんに話はなしかけにくい雰ふん囲い気きが、教きょう室しつ中じゅうにただよっていた。だけど藍あいくんはちっとも気きにしていなかったし、私わたしもそんなうわさは信しんじていなかった。

「きっと子こ供どものころは、もっと世せ界かいが、きらきらして見みえていたのかもしれない」

「うん……そうかもしれないね」

　まるで、ふたりで透とう明めい人にん間げんになってしまったみたいに、毎まい日にち話はなせるのがうれしかった。
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　絵えがコンクールで入にゅう選せんしたと、顧こ問もんの先せん生せいから知しらされたのは、期き末まつテストが終おわったあとだった。

　来らい週しゅうからはじまる夏なつ休やすみのあいだ、美び術じゅつ館かんに展てん示じされるという。

「感かん性せいが素す晴ばらしいと、審しん査さ員いんのイラストレーターさんが褒ほめていたそうだ」

　先せん生せいに知しらされた瞬しゅん間かん、うれしくて走はしり出だしたくなった。

　いちばんに、藍あいくんに伝つたえたいと思おもった。

　だけど、藍あいくんは今日きょう、学がっ校こうを休やすんでいた。

　──体たい調ちょうが悪わるかったのかな。

　藍あいくんのいない教きょう室しつで、私わたしは元もと通どおりの透とう明めい人にん間げんになる。

　そういえば……藍あいくんはどうして、はじめて声こえをかけてくれたとき、すぐにいなくなってしまったんだろう。

　放ほう課か後ごは、そんなことばかり考かんがえながら絵えを描かいていた。

　ひとりでいても、ひとりぼっちだなんて思おもいもしなかった美び術じゅつ室しつが、やけに広ひろく感かんじて、さみしくなる。
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「ただいま」

　集しゅう中ちゅうして絵えを描かいていたら、いつもより、帰かえるのが遅おそくなってしまった。

「あ、お姉ねえちゃん、遅おそかったねー。さっき部へ屋やに行いったんだけどいなかったから、ヘアアイロン返かえしてもらったよ」

「ごめん。今日きょう、返かえすの忘わすれてたね……」

「いい加か減げん、自じ分ぶんの買かいなよー」

「そうだね」

　何なにかいいことがあったのだろうか。

　彩あや花かは、真ま新あたらしい、袖そでがふんわりとしたレース素そ材ざいになっているワンピースを着きていた。

「あ、そうだ。彩あや花かね、オーディションに受うかって、アイドルになるんだ」

「え……。アイドルなんて、すごいね」

「まあ、彩あや花か的てきには、当とう然ぜんって感かんじだけどねー」

　学がっ校こうでもいちばんの美び少しょう女じょだという彩あや花かが、アイドルになることに動どう揺ようしているわけじゃない。

　ただますます──自じ分ぶんがいらない子こになるんだって、わかった。

「あら、透とう花か、帰かえってきてたの」

　普ふ段だんより、ばっちりメイクをしたお母かあさんが、二に階かいの寝しん室しつから下おりてきた。

「うん。お母かあさん……あのね、私わたしも報ほう告こくがあるの」

「何なに？」

　出でかけるのかもしれない。せわしなく用よう意いをしながら、お母かあさんは言いった。

「絵えが……コンクールで入にゅう選せんしたの。夏なつ休やすみの期き間かん中ちゅう、美び術じゅつ館かんに飾かざられるんだって」

　それでも伝つたえたかったのは、少すこしくらい、喜よろこんでくれるんじゃないかって思おもったから。

　褒ほめてくれるんじゃないかって、思おもったから。

「あら……そうなの。透とう花か、絵えを描かくのが好すきだったものね……」

　でもお母かあさんは、小ちいさくため息いきをつき、もの悲がなしい表ひょう情じょうを浮うかべた。

「これから、彩あや花かが入はいる芸げい能のう事じ務む所しょに行いかなくちゃいけないから、晩ばんごはん、ひとりで食たべられる？　お父とうさん、会かい議ぎがあって、遅おそいみたいなの」

「あ……うん」

　おめでとうのひと言ことも、ない。

「じゃあ、冷れい蔵ぞう庫こに作つくり置おきがあるから食たべてね。さあ、彩あや花か、行いくわよ」

「はーい」

　ねえ、お母かあさん。

　私わたしは何なにをがんばったって、いらない子こだね。




　結けっ局きょく、何なにも食たべないまま、二に階かいの自じ分ぶんの部へ屋やに上あがった。

　金きん魚ぎょなら、この気き持もちを、聞きいてくれるかな。

　おめでとう、って、言いってくれるかもしれない。

　そんなことを妄もう想そうしながら、水すい槽そうに近ちかづいたとき、心しん臓ぞうがドクンと波なみうった。

「え……？」

　水すい面めんに、金きん魚ぎょが浮ういていた。

「……なん、で」

　なんで。

　なんで私わたしの世せ界かいだけ、こんなに──……悲かなしいのだろう。

　さよならも言いえなかった……。

　ひとりぼっちで、死しなせてしまった……。

「ごめんね……」

　つぎつぎと生せい成せいされる涙なみだで、世せ界かいがゆがんでいく。

　私わたしは、筆ふでを洗あらうときにつかっている透とう明めいなバケツの中なかに、水すい槽そうの水みずごと金きん魚ぎょをすくった。

　力ちからの入はいらない足あしをひきずって、外そとへでる。

　でも、十じっ分ぷん歩あるいただけで、ひどい眩暈めまいがしてきて立たちどまってしまった。

　バケツの中なかの金きん魚ぎょを指ゆび先さきでそっとなでる。

「……これからはずっと、一いっ緒しょだよ」

　もう私わたしはいらない。

　がんばったって、二に度どと愛あいされることはない。




　……透とう花かなんか、つくらなきゃよかった。




　きっと、生うまれてこないほうが、よかったんだ。

「私わたしなんて……死しんじゃったほうが、いい」

　握にぎりつぶされていくみたいに、心こころが痛いたい。

　にじむ視し界かいに、夕ゆう日ひがしずんでいく。

　なんだかそれは、抽ちゅう象しょう画ががうごいているみたいに見みえた。

「どうして、泣ないてるの」

　ぶわっと、鮮あざやかな藍あい色いろが、その絵えの中なかに広ひろがる。

　服ふくの袖そでで涙なみだをぬぐうと、目めの前まえに立たっていたのは、藍あいくんだった。

「……現げん実じつ？」

　思おもわず問といかけた。

「現げん実じつしかないよ」

　藍あいくんは答こたえる。

　そうだ。

　この世せ界かいには、悲かなしいくらい、現げん実じつしかない。

「そのバケツ、どうしたの……？」

「……死しんじゃったの……金きん魚ぎょ」

　言こと葉ばにすると、鱗うろこがはがれるみたいに、また涙なみだがこぼれはじめた。

「……そっか」

　一いっ瞬しゅん、悲かなしげに目めをふせたあと、

「じゃあ、きれいな景け色しきを、見みに行いこう」

　藍あいくんはそう言いった。

「え？」

　戸と惑まどっていると、バケツを持もっていないほうの手てを、ぱっとつかまれた。

「近ちかくにすごくきれいな場ば所しょを見みつけたんだ。金きん魚ぎょ、一いっ緒しょに埋うめてあげよう。ついてきて」

　──どういうこと……？

　感かん情じょうがぐちゃぐちゃで整せい理りできないまま、私わたしは、その手てに引ひかれていった。




　なかば強ごう引いんにみちびかれていった場ば所しょは、高たか台だいにある空あき地ちだった。

　もとは公こう園えんだったのか、さびついたブランコに使し用よう禁きん止しの紙かみが貼はられている。

「わあ……」

　山やまの向むこうに夕ゆう日ひが落おちていき、グラデーションがかかっていくように、町まちが夜よるに呑のみみ込こまれていく。

　暗くらい色いろに呑のみ込こまれた区く域いきから、つぎつぎと光ひかりが浮うかび上あがり、全ぜん体たいが輝かがやきはじめる。





[image: ]






　──宝ほう石せき箱ばこみたい。

「きれい……。こんな場ば所しょがあるなんて知しらなかった……」

「サボってたとき、見みつけたんだ。きっと夜よるはきれいだろうなって思おもって」

　そういえば今日きょう、藍あいくんは学がっ校こうを休やすんでいた。

「どうして、サボったの……？」

「今日きょう、プールの授じゅ業ぎょうだったから」

　たしか、泳およげないことを思おもい出だしたと、プールに落おちたときに言いっていた。

　完かん璧ぺきに見みえる藍あいくんにも、苦にが手てなことがあるんだと知しって、ちょっと可愛かわいいとか思おもってしまう。

「私わたしも今日きょうは、プールは見けん学がくにしたんだ」

「なんで？」

「えっと……女おんなの子こはいろいろ、あるから」

　迷まよいながら、そう答こたえたけれど、本ほん当とうは違ちがう。

　夏なつになると見みるあの夢ゆめのせいで、プールに入はいるのが、こわいのだ。

　それにほとんどのクラスメイトは、もうはじまっているらしいけど、生せい理りはまだ来きていない。

　恋こいもしたことのなかった私わたしはきっと、女おんなの子ことして、未み完かん成せいなのかもしれないなんて思おもっていた。

「それより、この景け色しき、金きん魚ぎょにも見みせてあげたかったな……」

　ため息いきをつき、もうその銀ぎん色いろの目め玉だまが、何なにも見みられないことをわかっていながらも、私わたしは金きん魚ぎょが入はいっているバケツを、自じ分ぶんの目め線せんくらいの高たかさにかかげた。

「……ん？」

　すると藍あいくんが、眉まゆをひそめた。

「どうかした……？」

「蒼あお井いさん……。金きん魚ぎょ死しんでないよ。転てん覆ぷく病びょうっていって、ひっくりかえっているだけだ。お腹なかが上うえになってる。死しんだら、横よこ向むきになるはずだから」

「……え？」

　金きん魚ぎょ、死しんでない……？

「餌えさをやりすぎたり、しなかった？」

　そんな覚おぼえはなかった。

　だけどはっとして、彩あや花かとの会かい話わを思おもい出だす。

〝さっき部へ屋やに行いったんだけどいなかったから〟

「もしかしたら……彩あや花かが、餌えさをやったのかもしれない……」

「彩あや花か……？」

「あ、私わたし、妹いもうとがいるの。でも、どうしよう……。金きん魚ぎょ、はやく水すい槽そうに戻もどしてあげないと」

「そうだね。帰かえったら、水すい槽そうにココアを大おおさじ一いちくらい、入いれてみて。食しょく物もつ繊せん維いをとると、食たべすぎたものがでるから」

　まるでインターネットでしらべたみたいに、藍あいくんがすらすらと教おしえてくれる。

「うん……藍あいくん、ありがとう」

　とにかく、いそいで家いえに帰かえらないと。

　言いいながら、藍あいくんに背せをむけたとき、はっとして気きがついた。

　──名な前まえを呼よんでしまったことに。

「ごめんっ。いつも……不ふ二じ木きくんのこと、心こころの中なかで、そう呼よんで、たから……。馴なれ馴なれしい、よね……ごめん。わ、私わたし、もう帰かえるね」

　恥はずかしくて、もうふりかえれない。

　私わたしは逃にげるように早はや口くちで言いった。

　そのあとだった。




「透とう花か、待まって」




　自じ分ぶんの名な前まえを呼よばれて、こんなにも胸むねが高たか鳴なったことはない。

「……誰だれかが、言いってたんだ。悲かなしいときは、きれいな景け色しきを見みると、いいって。生いきていてよかったって思おもうって。だから透とう花かが悲かなしいときは、俺おれが、きれいな景け色しき、見みせてあげる」

　消きえてしまいたいと願ねがっていた気き持もちが、うそみたいに消きえていく。

「……あり、がとう」

　その夜よるの空そらには流りゅう星せいがながれていたらしいけど、私わたしも金きん魚ぎょも、みんな気きがつかなかった。










　　　│ 四よん色しょく │ デ ー ト み た い だ っ た







　あのきれいな夜よるを、藍あいくんが、金きん魚ぎょと私わたしに見みせてくれたのは、現げん実じつだったのかな。

　現げん実じつしかないことをもう知しっているのに、あまりにも夢ゆめみたいなできごとだったから、そんなことを考かんがえてしまう。

　あれから言いわれたとおり、水すい槽そうに大おおさじ一いちのココアを入いれると、金きん魚ぎょはつきものが落おちたみたいに、元げん気きになっていった。

　そして金きん魚ぎょには名な前まえをつけた。

「よかったね、橙だいだい」

　だいだい色いろをしているから、橙だいだい。

　名な前まえを呼よばれることが、どんなにうれしいのか、知しったからだ。
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「透とう花か、おはよ」

　翌よく朝あさ、藍あいくんのひと言ことに、クラス中じゅうの視し線せんがあつまった。

　苗みょう字じで呼よばれていたのが、いきなり名な前まえに変かわるなんて、何なにかあったと思おもわれるのが普ふ通つうだ。

　どきまぎしている私わたしとは対たい象しょう的てきに、藍あいくんは、まだ夜よるの中なかにいるみたいに、涼すずしい顔かおをしている。

「うん、おはよ」

　不ふ穏おんな空くう気きを感かんじながら、できるかぎり、小ちいさな声こえを出だした。

「明日あしたさ、美び術じゅつ館かん、一いっ緒しょに行いかない？」

　その空くう気きに追おいうちをかけるように、藍あいくんがさそう。

「え、明日あした？」

「あ、用よう事じある？」

「……ない、けど」

　藍あいくんと出で会あってから、まるでさびついていた歯は車ぐるまがまわりはじめたみたいだ。

「じゃあ、決きまり。コンクール、入にゅう選せんしたって、掲けい示じ板ばんに貼はってあったから一いっ緒しょに見みたいと思おもって」

　掲けい示じ板ばんなんて、ほとんど誰だれも見みていないのに、藍あいくんはちゃんと、見みているんだ。

　そういう真ま面じ目めなところが、素す敵てきだなと思おもう。

「おめでとう」

　藍あいくんの前まえで、私わたしの心こころは、本ほん当とうに透とう明めいになってしまっているのかもしれない。

　いちばん欲ほしい言こと葉ばが、どうして藍あいくんにはわかるんだろう。

「ありがとう……」

「うん。じゃあ明日あした、十じゅう二に時じに美び術じゅつ館かんの前まえで」

　藍あいくんが自じ分ぶんの席せきについたあと、するどい女じょ子しの視し線せんと、からかうような男だん子しの視し線せんが、いっきにおしよせてくる。

　私わたしはその視し線せんからのがれるように窓まどの外そとを見みた。

　……待まち合あわせをしてでかけるなんて。

　──まるでデート、みたいだ。

　どきどきしながら、窓まどの外そとを見みつめる。

　クジラのように大おおきな雲くもが、ゆっくりと空そらを泳およいでいる。

　眠ねむっているあいだも地ち球きゅうは回まわっていて、時じ間かんがすぎていくたびに、私わたしたちは気きがつかないうちに、大人おとなになっていく。

　そして、生うまれてきたものは、いつか死しんでしまう。

　もしかしたら、この世せ界かいはそんなふうにはじめから、悲かなしいものだったのかもしれない。

「ねえ……名な前まえで呼よび合あったりして、あのふたり、つきあってるの？」

「そんなわけないじゃん、全ぜん然ぜんつりあってないし」

「だよね」

　そんなことわかっている。

　だけど、色いろを塗ぬった絵えを、もう白はく紙しには戻もどせないように、この気き持もちを藍あいくんと出で会あう前まえには戻もどせない。

　きっとはじめて会あった日ひから。

　私わたしは……藍あいくんが、好すき。

　誰だれかを好すきだと思おもうだけで、心こころはかがやきだす。

　だからもう、私わたしの世せ界かいはいま、悲かなしいだけじゃなかった。
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　長ながい梅雨つゆがあけて、夏なつ休やすみがはじまった。

　服ふくが散ちらばった部へ屋や。

　全ぜん身しん鏡かがみの前まえに座すわり込こみ、思おもわずため息いきをついた。

　タンスに眠ねむっていた洋よう服ふくをぜんぶ引ひっぱり出だしてみたものの、全ぜん然ぜんおしゃれになれない。

「ダサい……」

　私わたしが持もっている服ふくは、なんだかぜんぶ子こ供どもっぽい。

　なんなら制せい服ふく姿すがたがいちばんマシだった。

　でも夏なつ休やすみに制せい服ふくを着きていくなんて……きっと、そのほうがおかしい。

　だってせっかくの、デート（みたいなもの）なのに。

　こんなダサい服ふく装そうで行いったら、ならんで歩あるくのが、恥はずかしいと思おもわれるかもしれない。

「はあ」

　もう一いち度ど、大おおきなため息いきとともに、服ふくの上うえに寝ねころがる。

　ふと、視し界かいに入はいった時と計けいの針はりは、九く時じをさしていた。

　約やく束そくまでは──まだ時じ間かんがある。

　こうなったら、新あたらしい服ふくを買かうしかない。




　駅えきビルに着つき、迷まい子ごのようにうろうろしていると、ローリーズファームというお店みせに飾かざられているマネキンに、吸すい寄よせられた。

　美び術じゅつ館かんに似に合あいそうな、ベージュの襟えり付つきワンピース。

　袖そで部ぶ分ぶんの折おり返かえしがチェック柄がらになっていて、胸むな元もとには長ながめの黒くろいリボンが結むすんである。

　フリルがついた短みじかめの白しろソックスに黒くろのローファー、茶ちゃ色いろい革かわのショルダーバッグが、コーディネートしてあった。

「こちらのワンピース、可愛かわいいですよね。もしよかったら、着きてみられますか？」

　見みとれていると、店てん員いんさんに声こえをかけられた。

「あ……えっと……はいっ」

　きっと、うなずく前まえから買かおうと決きめていた。
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　約やく束そくの時じ間かんまでまだ三さん十じっ分ぷんもあるのに、もう美び術じゅつ館かんに着ついてしまった。

　新あたらしい服ふくを着きているだけなのに、どうしてなんだろう。

　いつもの自じ分ぶんじゃないみたい。

　うれしくなりながら、入いり口ぐち近ちかくのベンチに腰こし掛かけて空そらを見み上あげる。

「はやいね」

　すると声こえがふってきた。

「あ、藍あいくんも、はやいね」

「うん。いつもはやく、目めが覚さめるから」

　言いいながら藍あいくんはとなりに座すわり、同おなじように空そらを仰あおいだ。

「空そら……、藍あい色いろ、だね」

　手てが触ふれてしまいそうな距きょ離りに、どきどきしながら私わたしは言いった。

「藍あい色いろ？」

　藍あいくんは、不ふ思し議ぎそうな顔かおを浮うかべる。

「このあいだね、画が材ざい屋やさんへ行いったとき、教おしえてもらったの。藍あい色いろって、四よん十じゅう八はっ色しょくもあるんだって。それで、この空そら色いろも、藍あい色いろの派は生せいのひとつなんだ」

「ふーん……じゃあ俺おれ、藍あい色いろを知しる前まえから、この色いろのこと、知しっていたのかな」

　それは藍あいくんのことを、出で会あう前まえから知しっていたような感かん覚かくに、似にていると思おもった。

　だけど私わたしはまだ、藍あいくんのこと、何なにも知しらない。

「藍あいくんって、転てん校こうしてくる前まえは、どんな学がっ校こうに通かよっていたの？」

　だから、なんでもいいから、知しりたかった。

「………………」

　けれど藍あいくんは、黙だまり込こんでしまった。

「ごめん……。なんか、うまく、思おもい出だせない」

　うわさは信しんじていない。

　でも何なにか、思おもい出だしたくないようなことが、あったのかもしれない……。

　ほんの一いっ瞬しゅんだけど、ぜつぼうするみたいな表ひょう情じょうをした藍あいくんを見みて、そう感かんじた。

「ううん、気きにしないで。中なか、入はいろ」

　話はなしを終おわらせるべく、私わたしは言いった。




　館かん内ないは、歩あるいているだけでもわくわくするような、近きん未み来らい的てきな空くう間かんだった。

　私わたしの絵えは、コンクールに入にゅう選せんした作さく品ひんが集あつめられているエリアの、いちばん目め立だつ場ば所しょに飾かざられていた。

「透とう花かの絵えを見みると、なんか、生いきていてもいいって、思おもえる」

　絵えを見みつめ、藍あいくんは言いった。

　どう返へん事じをすればいいのか、わからなかった。

　だってそれは、藍あいくんが普ふ段だん、死しにたいと思おもっているということのように、聞きこえたからだ。

「つぎは、どんな絵えを描かくの？」

「……えっと、」

　いつも考かんがえているその名な前まえが、喉のどまで出でかかったときだった。

「……お姉ねえちゃん？」

　聞きき覚おぼえのある声こえに、びくりとしてふりかえると、彩あや花かがいた。

「どうして……いるの」

「どうしてって。お父とうさんに、お姉ねえちゃんの絵えが飾かざられているから見みに行いきなさいって、言いわれたの」

　彩あや花かがけだるそうに言いう。

　お父とうさんには、コンクールで入にゅう選せんしたことは、伝つたえていないはずだった。

　まさか、お母かあさんが、話はなしてくれたの……？

「でもなんか、よくわかんない絵えだね。あおい、だけ、みたいな？」

「あ……うん」

　たしかにこの絵えは、何なにを描かいたわけでもない。

　だけど、藍あいくんにきれいな絵えだと言いわれた瞬しゅん間かんから、特とく別べつになった。

「てゆうか、もしかしてとなりの人ひと、お姉ねえちゃんの彼かれ氏し？」

　彩あや花かがアーモンド形がたの大おおきな目めで、藍あいくんを見みつめる。

　血ちが繋つながっているなんてうそみたいな、可愛かわいい顔かお。

「……違ちがうよ」

　藍あいくんの顔かおを見みられないまま、答こたえた。

「だよね、びっくりした」

　それはやっぱり、私わたしと藍あいくんがつりあっていないとか、そういう意い味みなのだろう。

　デートみたいだと、はりきって服ふくまで買かったのが恥はずかしくなってきて、何なにも話はなせなくなる。

　すると藍あいくんが、いつもとは違ちがう、怒おこった声こわ音ねになって言いった。

「あのさ、君きみ、だよね。透とう花かの金きん魚ぎょを、殺ころしかけたの」

「何なにそれ」

「餌えさを勝かっ手てにやったこと、あるよね」

「あれは、金きん魚ぎょがお腹なかを空すかせていたからだけど」

「ちゃんと、適てき量りょうをやった？　金きん魚ぎょ、餌えさを食たべすぎて、死しぬところだったんだ」

「うそ……そんなの、知しらなかったし。彩あや花かは、金きん魚ぎょが可哀かわい想そうだと思おもっただけ──」

　そのときだった。

　言こと葉ばをさえぎるように、藍あいくんは持もっていたペットボトルの水みずを、彩あや花かの胸むな元もとにぶちまけた。
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「ちょっと！　何なにするのよ！」

「心こころが汚きたなくて、可哀かわい想そうだと思おもって」

　メイクが落おちたと悲ひ鳴めいをあげる彩あや花かに対たいし、藍あいくんは、ちょっとこわいくらい真ま顔がおだった。

「彩あや花か、本ほん当とうにごめん！　もう、行いくねっ」

　私わたしはとっさに、藍あいくんの手て首くびをつかんで言いった。




　それから逃にげるようにその場ばを離はなれ、美び術じゅつ館かん裏うらの、小ちいさな湖みずうみのある公こう園えんまで走はしった。

「ごめん……。手て、勝かっ手てに」

　立たちどまって、ようやく手てを離はなす。

「こっちこそ、ごめん」

　藍あいくんは申もうしわけなさそうな表ひょう情じょうを浮うかべていた。

「ううん、謝あやまらないで」

「でも、絵えに水みずがかかったかもしれない」

　拍ひょう子し抜ぬけした。

　まさかそっちを気きにしていたなんて。

「絵えは、大だい丈じょう夫ぶだよ。それに私わたしね……今日きょう、いろんな人ひとが描かいた絵えを見みて、もっとたくさん絵えを描かいて、上じょう手ずになりたいって思おもったんだ」

「なれるよ、透とう花かなら」

　藍あいくんに言いわれると、本ほん当とうにそうなれるような気きがする。

　がんばる力ちからが、わいてくる。

「でも、やっぱりごめん。俺おれ、謝あやまりに行いく」

　今こん度どは、彩あや花かに水みずをかけたことを、気きにしてくれているのだろう。

「藍あいくん……私わたしの代かわりに、怒おこってくれたんだよね？　おかげでちょっと、すっきりしたんだ。私わたし、何なにも言いえないままだったから」

「なんで、何なにも言いわなかったの？」

「……橙だいだい、もう元げん気きになったから」

「橙だいだい？」

「金きん魚ぎょの名な前まえ。あの夜よるね……藍あいくんにはじめて名な前まえを呼よばれたとき、本ほん当とうにうれしかった。何なにか、変へんな言いい方かただけど、生いきている、気きがしたの。だから、名な前まえがないとダメなんだって思おもった」

　言いってから、ものすごく恥はずかしいことを口くち走ばしった気きがして、

「……なんて。やっぱり変へん、だよね」

　誤ご魔ま化かそうとしたとき、藍あいくんが、私わたしの目めをじっと見みつめていることに気きがついた。

「……俺おれも、そう思おもった」

「……え」

「あの夜よる、透とう花かにはじめて名な前まえを呼よばれたとき、生いきている、気きがしたんだ。だから変へんなんかじゃない」

　見みつめあうと、何なにかがはじまりそうな予よ感かんに、心こころが弾はじける音おとがした。
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「透とう花か、変へんな男おとこの子こと遊あそぶのは、やめなさい」

　彩あや花かがしゃべったのだろう、家いえに帰かえるなり、お母かあさんは言いった。

　いままで一いち度ども、口くち答ごたえなんてしたことはない。

　なんだって機き械かいみたいに、はいと答こたえてきた。

「藍あいくんは、変へんな男おとこの子こなんかじゃない……。何なにも知しらないくせに、そんなふうに言いわれたくない！」

　だけど、藍あいくんのことを悪わるく言いわれるのだけは、許ゆるせなかった。

　私わたしが反はん抗こうしたせいだろう、お母かあさんは、少すこしだけ驚おどろいた顔かおをして、

「そう……。とにかく、部へ屋やに帰かえって、もう寝ねなさい」

　それだけを言いうと、もう何なにも話はなしてくれなくなった。




　部へ屋やに戻もどり、水すい槽そうの前まえに寝ね転ころがった。

　また、お母かあさんに嫌きらわれてしまった。

　そう感かんじて、いつもならきっと、消きえてしまいたいと願ねがったはずだ。

　でもいま、悲かなしさは、感かんじなかった。

　それどころか、言いいたいことをはき出だせて、うれしかったのかもしれない。

　キラリンという着ちゃく信しん音おんが、鞄かばんの中なかから鳴なった。

　きっと、藍あいくんからだ。

　帰かえり、別わかれ道みちに差さしかかったとき、夏なつ休やすみになるからと、連れん絡らく先さきをきいてくれたのだ。




ai[image: ]言いい忘わすれてたけど、今日きょうの服ふく、似に合あってた。




　ねえ、どうして藍あいくんはこんなに、私わたしの欲ほしい言こと葉ばがわかるのだろう。

「橙だいだい……私わたしね、好すきな人ひとが、できたの」

　起おき上あがり、水すい槽そうを指ゆびでなぞると、橙だいだいはついてくるみたいに、そのとおりに泳およいだ。

　ハートを描えがきながら、鱗うろこはきらきらと光ひかった。
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　　　│ 五ご色しょく │ 死し ぬ 夢ゆめ を 見み て い た







　自じ分ぶんが死しんでしまう夢ゆめは、夢ゆめ占うらないでは、生うまれ変かわりの意い味みがあり、いい夢ゆめだと言いわれている。

　でも、そうは思おもえない。

　だって、本ほん当とうに苦くるしいのだから。

　夏なつが終おわりに近ちかづくと、私わたしは決きまって、死しぬ夢ゆめを見みる。

　いまも、その夢ゆめを見みている。




　ここは、プールの底そこなのだろうか、透すき通とおった水みずの中なかで、私わたしは空そらを見み上あげていた。

　──きれい……。

　差さし込こんでくる太たい陽ようの光ひかりをつかみたくて、手てを伸のばす。

　だけど、光ひかりは大おおきな雲くもにさえぎられてしまう。

　暗くらくなった水みずの中なか、そろそろ息いきが苦くるしくなってきた。

　もう、上あがろう。

　そう思おもったとき……いつもそこで、足あしが石いしになっていることに気きがつく。

　手てだけで必ひっ死しにもがいて、水すい面めんに戻もどろうとするけれど、からだは底そこにしずんだままで。

　やがて息いきができなくなって、私わたしは、死しんでしまう。

　そしてそのあとは、しばらく、死しんでしまった自じ分ぶんを、ただ無む感かん情じょうに眺ながめている。

　いまも、夢ゆめの中なかで、眺ながめていた。

　すると誰だれかが──私わたしの手てをつかんだ。

「きれいな景け色しきを、見みせてあげる」

　その声こえを、知しっていた。

　気きがつくと私わたしは、制せい服ふくを着きて、学がっ校こうのプールサイドに立たっていた。

　プールには、無む数すうの金きん魚ぎょが泳およいでいる。

「わあ……」

　ひとつひとつのいのちが、光ひかりに照てらされて、きらきらしていた。

　息いきをするのも忘わすれるくらいに、きれい、だった。

「遅おくれて、ごめんね」

　そして誰だれかは、涙なみだを流ながして、そう言いった。
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　スマホが鳴なる音おとで、目めが覚さめた。

　夢ゆめを見みていた。

　──なんだか……いつもとは展てん開かいが違ちがったけど、とてもきれいな夢ゆめだった。

　学がっ校こうのプールに、金きん魚ぎょが、泳およいでいた。

　夏なつ休やすみがはじまって、八はち月がつになり、もう三さん週しゅう間かん。このごろ、橙だいだいとしか、しゃべっていないせいかもしれない。

　夢ゆめというのは、記き憶おくの整せい理りだと聞きく。

　だから、どんなに不ふ思し議ぎな夢ゆめでも、身みに覚おぼえがなくても、それは過か去この記き憶おくの組くみ合あわせなのかもしれない。

　まだ少すこし寝ねぼけながら、メッセージアプリを開ひらく。




ai[image: ]おはよ。

ai[image: ]今日きょう、横よこ浜はまで花はな火び大たい会かいがあるらしい。

ai[image: ]よかったら、一いっ緒しょに行いかない？

ai[image: ]俺おれ、花はな火びみたことないんだ。




　私わたしは一いっ瞬しゅんで、ベッドから起おき上あがった。

　ひさしぶりに、藍あいくんに、会あえる。

　そう思おもうだけで、透とう明めいだった心こころに色いろが戻もどってくる。




touka[image: ]うん。一いっ緒しょに、見みたい、花はな火び。
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　待まち合あわせは、駅えきのホームに十じゅう七しち時じ半はん。

　でかけることは告つげず、お母かあさんが買かい物ものへ行いっている隙すきに、こっそり家いえをでた。

　夜よるご飯はんのとき、呼よびに来こられたら、ばれるかもしれないけど、気きにしてはいられない。

　歩あるくたび、下げ駄たがカランコロンと鳴なる。

　夏なつの、音おとだ。

　駅えきのホームに着つくと、藍あいくんはもう待まっていた。

「お待またせ」

　大おおきめの白しろいＴティーシャツに、黒くろいスキニーの組くみ合あわせは、雑ざっ誌しに載のっている男おとこの子こみたいに、すごくおしゃれだった。

「あ、浴衣ゆかた着きてきたんだ」

「うん」

　紺こん地じに朝あさ顔がおが描えがかれている、シンプルな浴衣ゆかた。

　若わかいころ、お母かあさんが着きていたもので、私わたしにゆずってくれた。

　たぶん彩あや花かが、地じ味みだからいらないとか、そういうことを言いったのだと思おもう。

「似に合あってる」

　夏なつ休やすみに入はいってから、お母かあさんは彩あや花かの仕し事ごとにつきっきりで、悲かなしい気き持もちですごしていたけど、そのひと言ことで、なんだってよくなる。

「ありがとう……」

　十じゅう七しち時じ三さん十じゅう五ご分ふんの電でん車しゃが、線せん路ろを辿たどってホームに到とう着ちゃくした。




「紺こん色いろって、藍あい色いろの中なかで、いちばん深ふかい色いろだよね」

　電でん車しゃの中なか、藍あいくんが言いう。

　美び術じゅつ館かんへ行いったとき、藍あい色いろが四よん十じゅう八はっ色しょくあるということを話はなした。

「もしかして……、四よん十じゅう八はっ色しょく、調しらべてくれたの？」

「うん。気きになったから」

「そっか……うれしい」

　好すきな人ひとと、同おなじ知ち識しきを共きょう有ゆうしているのが、なんだかうれしい。

「もしもこの世せ界かいの色いろが、ぜんぶ藍あい色いろだったら、きれいだろうな」

　……ぜんぶが、藍あい色いろだったら。

「うん。すごく……、きれいだと思おもう」

　木きも、建たて物ものも、ぜんぶ、藍あい色いろをした世せ界かいを想そう像ぞうしながら、私わたしは言いった。




　横よこ浜はままでは、電でん車しゃで一いち時じ間かんかかった。

「花はな火びまで、まだ時じ間かんあるね」

　花はな火びは十じゅう九く時じ半はんからだ。

　私わたしたちは、どちらからともなく、海うみ沿ぞいの道みちを歩あるきはじめた。

　いろんな出で店みせがならび、道みちを彩いろどっている。

「透とう花か、綿わたあめ、食たべたことある？」

　たこ焼やきを食たべたあと、綿わたあめの屋や台たいの前まえで、藍あいくんが言いった。

「あるよ。藍あいくんは？」

「ない、と思おもう」

「そっか。じゃあ私わたし、買かってくるよ」

「いや、俺おれが買かうよ」

「でもさっき、たこ焼やき買かってくれたから、今こん度どは私わたしが買かってくる」

　それに藍あいくんは、お腹なかが空すいていないからと、ぜんぶ私わたしにくれたのだ。

　買かってきた綿わたあめをわたすと、藍あいくんは神しん妙みょうな顔かおをして口くちへとはこんだ。

「おいしい？」

　食たべたことがないと言いっていたから、きいてみた。

「たぶん……」

「たぶん……？」

　微び妙みょうな反はん応のうに、私わたしは首くびをかしげた。

「あ。せっかく買かってくれたのに、ごめん。俺おれ、転てん校こうしてくる少すこし前まえから……何なに食たべても、味あじがしなくて」

「え。どうして……？」

「ストレス、らしいけど、そのうち治なおるとは思おもう。食しょっ感かんはわかるし。なんか、雲くも食たべているみたいで、おもしろい」

　綿わたあめをちぎって食たべながら、藍あいくんは微ほほ笑えんだ。

　──ストレスで、味あじが、わからなくなるなんて……。

　大だい丈じょう夫ぶ、なのかな。

　心しん配ぱいでたまらない。

　でもやっぱり、思おもい出だしたくないくらいつらいことが、前まえの学がっ校こうであったんじゃないかと思おもって、何なにもきけなかった。







　花はな火びの時じ間かんがせまってきた。

　そろそろ、どこかに座すわろう。

　そう、誘さそおうとしたとき、藍あいくんが、金きん魚ぎょすくいの屋や台たいの前まえで立たちどまった。

「橙だいだいも、お祭まつりで、すくってきた金きん魚ぎょなんだよ」

　同おなじように立だちどまり、私わたしは言いった。

　正せい確かくには、彩あや花かが持もち帰かえってきた金きん魚ぎょを、「世せ話わが面めん倒どうだから、お姉ねえちゃんにあげる」と、くれたのだけど。

「俺おれも昔むかし、金きん魚ぎょ、飼かってたんだって」

「そっか。だからあんなに、詳くわしかったんだね」

「うん。でも、すぐ死しんじゃったらしい」

　なぜか藍あいくんは、他ひ人と事ごとのように話はなした。

「……そういえば、今日きょう夢ゆめに、金きん魚ぎょがでてきたんだった」

　死しんだという言こと葉ばを聞きいたからなのか、金きん魚ぎょを見みて思おもい出だしたのか、夢ゆめの映えい像ぞうが、ぱっと頭あたまに浮うかんだ。

「どんな夢ゆめ？」

「……プールで溺おぼれて、死しぬ夢ゆめ」

「え？」

「夏なつになると、見みるの。でも今日きょうは、すごくきれいな夢ゆめでね。たしか……学がっ校こうのプールだった。その中なかで、たくさんの金きん魚ぎょが泳およぎながら、きらきら、光ひかっていて、夢ゆめを見みているみたいで……。って、なんか、こわいし、意い味み不ふ明めいだよね」

　夢ゆめの話はなしというのは、ときどきホラーだ。

　もしかしたら、引ひかれてしまったかもしれない。

　つい、話はなしてしまったことを、後こう悔かいしはじめたときだった。

「俺おれも、見みたことある」

　藍あいくんは、言いった。

「プールで溺おぼれて、死しぬ夢ゆめ」




　──ドン！




　スタートの合あい図ずのように、大おおきな花はな火びがひとつ、空そらに上あがった。

　光ひかりの粒つぶのひとつひとつが、自じ分ぶんの居い場ば所しょを守まもり、大おおきな輪わを描えがく。

「……点てん描びょう画が、だね」

　ちょっとだけ得とく意いげに、私わたしは言いった。

　あれから絵えについて、ものすごく勉べん強きょうしたのだ。

　私わたしのほうが、美び術じゅつ部ぶなのに、何なにも知しらないで、恥はずかしかったから。

「うん。でも、絵えと違ちがって、花はな火びはどこから見みても丸まるいんだ」

「たしかに、そうだね」

　だけど藍あいくんは、花はな火びを見みたことがないと言いっていたのに、なぜ知しっているんだろう。

　花はな火びを見み上あげながら、藍あいくんが、何なにかをつぶやいた。

「やっぱり、思おもい出だせない……」

　だけど、大おおきな音おとにかき消けされて、よく聞きき取とれなかった。

　深ふかくなる藍あい色いろの中なかに、色いろとりどりの花はな火びがあがる。

「ねえ……藍あいくんって、好すきな人ひと……いる？」

　どきどきしながら私わたしは言いった。

　きっと今日きょう、約やく束そくをしたときからずっと、それをききたかった。

「…………好すきって、何なに？」

　藍あいくんは、私わたしの目めをまっすぐに見みて、そう答こたえた。
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　　　│ 六ろく色しょく │ 友とも 達だち じ ゃ な か っ た







　花はな火び大たい会かいの翌よく日じつは、朝あさからずっと雨あめだった。

　目めが覚さめてからずっと、部へ屋やのベッドから起おき上あがれないでいる。

「はあ……」

　ため息いきがこぼれては、思おもい出だすたびに、また、ため息いきのもとが溜たまっていく。




　──…………好すきって、何なに？




　あの瞬しゅん間かんから、なんだか時じ間かんがとまってしまったみたいだ。

　いつからか私わたしは、自じ分ぶんと藍あいくんは、同おなじ気き持もちなのかもしれないと、思おもっていた。

「……そんなわけ、なかった」

　藍あいくんは、好すきという気き持もちを、感かんじたこともなかったのに。

　藍あいくんと出で会あうまで、私わたしも同おなじだった。

　一いち度ど、彩あや花かにすすめられて、泣なけると話わ題だいの恋れん愛あい映えい画がを見みたことがあった。

　でも、何なにが泣なけるのかも、さっぱりわからなくて、

「お姉ねえちゃんってやっぱ、恋こいとかできないんだね」

　諦あきらめたように、そう言いわれた。

　好すきという気き持もちが、わからなかったのだ。

　でもいまは……痛いたいくらいに──わかるよ。
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　それから一いっ週しゅう間かん後ご、八はち月がつがもうすぐ終おわろうとしている日ひのこと。

　ひさびさに制せい服ふくを着きたのは、昨日きのう、こんなメッセージが届とどいたからだった。




ai[image: ]明日あした学がっ校こうで、一いっ緒しょに絵えを描かこう。




　失しつ恋れんして悲かなしいのに、私わたしの指ゆびは一いち秒びょうも迷まようことなく、〈うん〉と、返へん事じをしていた。

　何なん時じに待まち合あわせとか、そういう連れん絡らくはなかったけれど、朝あさから行いこうと決きめていた。

　夏なつ休やすみ中ちゅうだから、校こう舎しゃはしんとしていた。

　グラウンドからは、朝あさ練れん中ちゅうの野や球きゅう部ぶの声こえが響ひびいてくる。

　おそるおそる、美び術じゅつ室しつを覗のぞくと、藍あいくんはまだ、来きていなかった。

　安あん心しんしたような、がっかりしたような気き持もちで、絵えを描かく準じゅん備びをはじめた。

　藍あい色いろの絵えの具ぐを、パレットに絞しぼり出だし、水みずを含ふくませた筆ふでになじませる。

　もう、なんとも思おもわれてなくたっていい。

　この色いろで、私わたしは描かくんだ──。

「何なにを、描かくの？」

　紙かみに色いろを塗ぬった瞬しゅん間かんだった。

　どうしようもないほど、その姿すがたが視し界かいに映うつるだけで、好すきという言こと葉ばが浮うかぶ。

「藍あいくん、はやいね」

　その気き持もちと、藍あいくんの質しつ問もんをはぐらかすように、私わたしは言いった。

「うん。はやく目めが覚さめたから」

　それは、前まえにもしたことがある会かい話わだった。

「いつも何なん時じに起おきているの？」

「毎まい朝あさ、七しち時じぴったりに目めが覚さめるよ」

　びっくりした。

「私わたしも……、同おなじ」

　藍あいくんも、驚おどろいた顔かおをする。

「そっか。俺おれたち、体たい内ない時ど計けいが正せい確かくなんだね」

「うん。なんか、藍あいくんのこと知しれて、うれしい……」

　ひさしぶりに話はなしたからか、おさえきれずに、心こころの声こえをそのまま言こと葉ばに出だしてしまった。

「……なんで、俺おれのこと、知しれたら、うれしいの？」

「えっと……それは……。友とも達だち、だから」

　そう思おもうくらいは、ゆるされると思おもった。

「……そっか」

　でも藍あいくんは、なんだかそっけない返へん事じをした。




　それから長ながい時じ間かん、藍あいくんは、ひと言ことも話はなしかけてくれなかった。

　とても集しゅう中ちゅうして、絵えを描かいていた。

　私わたしは、全ぜん然ぜん集しゅう中ちゅうできなかった。

　何なにも描かけないまま、時じ間かんだけがながれていった。

　だって、さっきの反はん応のう──。

　藍あいくんは、私わたしのこと、友とも達だちだとも思おもっていないのかもしれない。

「どうしたの？」

　透とう明めいな空くう間かんに、藍あいくんの声こえがようやく響ひびいた。

　気きがついたら、白しろいキャンバスに涙なみだがぽたぽた垂たれていた。

「あ……えっと……なんか、お腹なか、痛いたくなってきて」

　つい、うそをついた。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

　バレバレだと思おもったのに、藍あいくんの顔かおは本ほん気きで私わたしを心しん配ぱいしていた。

「大だい丈じょう夫ぶ……じゃない」

　涙なみだが、どんどんあふれてくる。

　大だい丈じょう夫ぶじゃなかった。

　花はな火びを見みたあの夜よるからずっと、痛いたかった。

　心こころが、痛いたかった。

「保ほ健けん室しつ、行いこ」

　その瞬しゅん間かん、藍あいくんの腕うでにひょいと持もち上あげられ、自じ分ぶんのからだが宙ちゅうに浮うかんだ。




「保ほ険けん室しつの先せん生せいいないみたいだから、ベッドだけつかわせてもらおっか」

「…………うん」

　いったい、何なにが、起おきたというのだろう。

　藍あいくんが、保ほ健けん室しつまで私わたしを運はこんできてくれた。

　いわゆる、お姫ひめ様さま、抱だっこで。

「薬くすりとか、持もってる？」

「ううん。でも、寝ねたら……治なおると思おもう」

　もう、仮け病びょうだとは言いえなかった。

　それに、うれしかった。

　小ちいさいころから、あまり体たい調ちょうを崩くずさないほうだから、こんなふうに心しん配ぱいされたのは、はじめてだった。

「じゃあ、透とう花かが寝ねるまで、ここにいる」

「……ありがとう」

　どうして藍あいくんは、私わたしに、やさしくしてくれるのかな。

　私わたしのことなんて、好すきじゃないのに……。

　はあ、もうこれ以い上じょう悲かなしくなりたくないから、眠ねむったふりをしよう。

　そう思おもい、目めをつむったときだった。

「……さっき、友とも達だちって言いわれて、ショックだった」

　藍あいくんが、話はなしはじめた。

「……俺おれにとって透とう花かは、友とも達だちじゃない、から」

　──……え？

「ちょっとだけ、寝ねるの、待まってて。見みせたいものがあるから」

　そう言いうと、藍あいくんは保ほ健けん室しつを出でていった。

　友とも達だちじゃないから、って──どういう、意い味み……？




　数すう分ふん後ご、戻もどってきた藍あいくんは、一いち枚まいの絵えを、手てにしていた。

　裏うら向むきになっていて、何なにが描かかれているのかは、見みえない。

「俺おれ……花はな火び大たい会かいの夜よるからずっと、考かんがえてたよ」

　きっと、好すきという意い味みについてだと思おもった。

　だけど──それは違ちがった。

「透とう花かのことばかり、考かんがえてた。てゆうか……出で会あったときから、透とう花かのことばっかり、考かんがえてる」

　そう言いって、藍あいくんは、裏うら返がえしになっていた絵えを、こちらに向むけた。

　体たい内ないには、透とう明めいの臓ぞう器きなんてないのに。

　どうしてこんなに透すき通とおった液えき体たいが、生うまれてくるのだろう。

「……私わたし、こんなにうまく、笑わらえないよ」

　そこには──笑え顔がおの私わたしが、描かかれていた。
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「だから、描かいたんだ。俺おれ……透とう花かの、笑わらった顔かお、見みたことないから。見みたいって思おもって」

　もっと、涙なみだがあふれた。

　ずっと誰だれかに、その言こと葉ばを、言いってもらいたかったのかもしれない。

　ベッドに横よこたわっているせいで、涙なみだが首くびをつたって、制せい服ふくの中なかに垂たれてくる。

「だからもう、泣なかないで」

　そう言いって、藍あいくんは、私わたしの涙なみだを指ゆびの腹はらでぬぐった。

「俺おれの好すきな人ひとは、透とう花かだよ」

　保ほ健けん室しつの外そとには、何なにも聞きこえなくなるようなはげしい雨あめが、降ふってきた。










　　　│ 七なな色しょく │ プ ー ル に 金きん 魚ぎょ が 泳およ い で い た







　それから三みっ日かが経たち、夏なつ休やすみがあけた。

　新しん学がっ期きというだけで、なんだか新しん鮮せんな気き持もちになる。

　あの日ひは、はげしい雨あめのせいでなかなか帰かえれなくて、どきどきして眠ねむれるわけもないのに、藍あいくんが心しん配ぱいしてくれるから、長ながい時じ間かん、眠ねむったふりをしなきゃいけなくて、うれしかったけど、ちょっと大たい変へんだった。

　──俺おれの好すきな人ひとは、透とう花かだよ。

　その言こと葉ばがよみがえるたび、心こころの中なかで悲ひ鳴めいをあげてしまう。

　──私わたしも藍あいくんが……好すき。

　あのとき言いえなかったけど、そう返へん事じをしなくちゃ。

　どうしよう、心こころがはちきれそうなくらいに緊きん張ちょうしてきた。

　それから遅ち刻こくギリギリになって、藍あいくんは登とう校こうしてきた。

　そわそわしながら、私わたしはその影かげが近ちかづいてくるのを待まった。

　──でも。




「……え？」




　なぜだか藍あいくんは、いつもみたいに、声こえをかけてくれなかった。

　無む表ひょう情じょうに、私わたしのそばを通とおりすぎていき、自じ分ぶんの席せきに座すわった。
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「藍あいくん、何なにかあったのかな……？」

　夜よる、水すい槽そうのモーター音おんだけが響ひびく部へ屋やの中なか、橙だいだいに問といかける。

　口くちをぱくぱくとさせて、何なにか返へん事じをしてくれているみたいだったけど、全ぜん然ぜん、わからなかった。

　今日きょう藍あいくんは、目めも合あわせてくれなかった。

　放ほう課か後ごも、授じゅ業ぎょうが終おわるなり、まるで逃にげるみたいにはやばやと帰き宅たくして、部ぶ活かつにも来こなかった。

　もしかしたら、気きまずかったのかもしれないとは思おもう。

　私わたしもなんだか恥はずかしくて、自じ分ぶんからは話はなしかけることはできなかった。

「でも……明日あしたは、藍あいくんと、話はなせるよね」

　水すい槽そう越ごしに金きん魚ぎょをなでてやる。

　けれどつぎの日ひも、そのつぎの日ひも……。

　藍あいくんと話はなせることは、なかった。




　──避さけられている。




　そう気きがつくのに時じ間かんはかからなかった。

　話はなしかけようともしたけれど、私わたしが近ちかづくと藍あいくんは遠とおざかってしまう。

　授じゅ業ぎょう中ちゅうも、一いち度ど目めが合あったけど、藍あいくんはすぐに視し線せんを逸そらした。

「やっとこの子このつまらなさに、気きづいたんだ」

　お昼ひる休やすみ、教きょう室しつの中ちゅう央おうで、あのふたり組ぐみがたのしそうにクスクス笑わらい出だす。

　その声こえは、きっと藍あいくんにも聞きこえているはずなのに、何なにも言いってはくれなかった。

　──好すきな人ひとだと、そう言いってくれたばかりだったのに。

「……っ」

　あのときとは違ちがう、冷つめたい涙なみだがこぼれそうになる。

　お弁べん当とうはまだ半はん分ぶん以い上じょう残のこっていたけれど、もう食たべられそうになかった。

　私わたしは静しずかに、教きょう室しつから逃にげだした。




touka[image: ]悲かなしいよ……藍あいくん。
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ai[image: ]ごめん。

ai[image: ]話はなしたいことが、ある。

ai[image: ]いまから学がっ校こうのプール、来こられる……？




　メッセージの返へん事じが来きたのは──その夜よるのことだった。




touka[image: ]うん。いそいで、行いく。




　すぐに制せい服ふくに着き替がえてこっそり家いえを出でると、疲つかれなんて感かんじないくらい夢む中ちゅうで、学がっ校こうまで走はしった。

　話はなしたいことってなんだろう──。

　なんで私わたしのこと、無む視ししたのかな。

　やっぱり好すきじゃなかったと言いわれるのかもしれない。

　学がっ校こうに近ちかづくたび、心こころに不ふ安あんがおしよせてくる。

　だけどそれよりも、藍あいくんと話はなせることがうれしくて、私わたしは走はしった。




　いつもは閉しまっている裏うら門もんが、少すこしだけ開ひらいていた。

　プールへは、校こう庭ていから繋つながる。

　当あたり前まえだけど、こんな時じ間かんに学がっ校こうに来きたことはない。

　勝かっ手てに入はいったりして、怒おこられないのかな。

　どきどきしながら、足あしをすすめていった。

　プールサイドに、藍あいくんは立たっていた。

「来きてくれて、ありがとう」

　三みっ日か間かんも私わたしを避さけていたとは思おもえない、いつものやさしい声こえだった。

　そして目めの前まえには──いつか夢ゆめで見みた景け色しきが、広ひろがっていた。

「わあ……きれい」

　だから一いっ瞬しゅん、ここが現げん実じつなのかどうか、わからなくなった。

　長ちょう方ほう形けいの大おおきなプールには、金きん魚ぎょが泳およいでいる。

　一いっ匹ぴきだけじゃない。無む数すうの金きん魚ぎょが、常じょう夜や灯とうに照てらされて、きらめいていた。

「悲かなしいときは、きれいな景け色しき見みせてあげるって、言いったから」

　藍あいくんは、私わたしよりも悲かなしそうな顔かおで微ほほ笑えんだ。

「藍あいくん……私わたしのこと、好すきじゃなくなったの……」

　答こたえを知しるのが、こわい。

　でも、このまま無む視しされ続つづけるほうが、もっとこわかった。

「そんなの、なるわけない」

　藍あいくんは、迷まよいのない声こえで、つよく言いい放はなった。

　その答こたえに、どうしようもなく安あん心しんしながら、問といかけた。

「じゃあ、どうして……無む視し、するの」

「わからなく、なったんだ。……自じ分ぶんが」

　金きん魚ぎょが跳はねるたび、雨あめが降ふったときみたいに、水すい面めんに波は紋もんが描えがかれる。

　その様よう子すを見みつめながら、藍あいくんは言いった。

「……どういう、こと？」

　藍あいくんは、ぎゅっと下した唇くちびるを噛かみしめたあと、息いき継つぎをするような深しん呼こ吸きゅうをした。

　それからそっと包つつみ込こむように、私わたしの手てをにぎった。その手ては少すこしふるえていた。

「俺おれさ…………初しょ期き化か、されるんだって」

　初しょ期き化か──……？

　それはこのあいだ、情じょう報ほうの授じゅ業ぎょうで習ならったばかりの単たん語ごだけど、人にん間げんにつかうような言こと葉ばじゃない。

「透とう花か……機き械かいは、人ひとを好すきになれると思おもう……？」

「何なに、言いっているのか……わからないよ」

　何なにも、わかりたくなかったのかもしれない。

「俺おれ…………ＡＩエー　アイなんだ」

　プールの金きん魚ぎょが、いっせいに、跳はねた。
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　　　│ 八はっ色しょく │ 好す き に な っ て は い け な か っ た







　転てん校こうしてきた日ひは、朝あさから雨あめが降ふっていた。

「はじめまして。不ふ二じ木き藍あいです」

　ざわつく教きょう室しつの中なか、俺おれは抽ちゅう象しょう画がを描かいていた女おんなの子こがいることにすぐ、気きがついた。

　昨日きのう、新あたらしい制せい服ふくを受うけ取とりに向むかう途と中ちゅう、美び術じゅつ室しつの前まえを通とおりがかったとき。

　──その、藍あおい絵えを見みた。

　感かんじたことのない何なにかが、走そう馬ま灯とうのように、心こころを駆かけめぐるのを感かんじた。

「きれいな、絵えだね」

　無む意い識しきに近ちかづいて、声こえをかけていた。

「え……？」

　でも女おんなの子こがふりかえりそうになったとき、なぜだかこわくなって、逃にげ出だしてしまった。

　だから顔かおまでは、はっきりと見みていない。

　だけど、窓まど際ぎわのいちばん後うしろの席せきに座すわっているのは、その子こだとすぐにわかった。

　転てん校こう生せいを紹しょう介かいする場ばだから、当とう然ぜんなのだけど、君きみはまっすぐに俺おれを見みている。

　それは何なにか、探さがしものを、見みつけたような目めだった。

　きっと俺おれも、同おなじ目めをしていたのだと思おもう。

　それから授じゅ業ぎょう中ちゅう、気きがつけば、先せん生せいからもらった名めい簿ぼで、君きみの名な前まえを探さがしていた。

　──蒼あお井い透とう花か。

　あの絵えのような、きれいな名な前まえだと思おもった。




　そして毎まい朝あさ、君きみに話はなしかけるようになった。

「また話はなしたい」と言いわれたからじゃない。

　ただ話はなせることが、どうしてだか、うれしかった。

　クラスメイトから、君きみが透とう明めい人にん間げんのような扱あつかいを受うけていることを、気きづいていないわけじゃなかった。

　でも君きみはどこか、自みずから透とう明めいであることを、選えらんでいるような感かんじもした。

　だから、自じ分ぶんと同おなじだと──そう思おもったのかもしれない。
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　俺おれは夢ゆめの中なか、藍あおい世せ界かいへと、しずんでいく。

　息いきが、できない。

　ああ……──このまま、死しぬんだ。

　苦くるしいのに、不ふ思し議ぎとおだやかな気き持もちなのは、水みずの中なかから空そらを見み上あげたときの──その景け色しきが、あまりにもきれいだったからだ。




「悲かなしいときは、きれいな景け色しきを見みるといいよ」




　意い識しきを失うしなったとき、耳みみの奥おくで、誰だれかの声こえが聞きこえた。
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　目めが覚さめたとき、自じ分ぶんが生いきていることに違い和わ感かんがあったのは、それかまるで、誰だれかの記き憶おくを体たい験けんしているみたいな、リアルな夢ゆめだったからだろう。

　息いき苦ぐるしさが残のこっているような気きがして、深しん呼こ吸きゅうをする。

　こんな、死しぬ夢ゆめを見みるなんて……昨日きのう、プールへ落おちたりしたからだろうか……。

「…………はあ」

　ため息いきをついたのは、変へんな夢ゆめを見みたからじゃない。

　美び術じゅつ館かんに行いって以い来らい、もう一いっか月げつ近ちかく透とう花かに会あっていないことを、考かんがえてしまうからだ。

　まるで夏なつが、永えい遠えんに続つづくのかと思おもうくらい、長ながく感かんじてしまう。




　畳たたみ張ばりの居い間まに下おりると、いつも線せん香こうのにおいがただよってくる。

「緑りょく、今日きょうはとてもいい天てん気きよ」

　母かあさんは毎まい日にち、立りっ派ぱな仏ぶつ壇だんの前まえで手てをあわせ、笑え顔がおの遺い影えいに声こえをかける。

　俺おれには、緑りょくという兄にいさんがいた。

　でも──兄にいさんのことは、写しゃ真しんでしか見みたことがない。

　俺おれが母かあさんのお腹なかにいたときに、交こう通つう事じ故こにあって死しんでしまったのだと、父とうさんから聞きいた。

　亡なくなったとき、兄にいさんはまだ七なな歳さいだった。

「あら、藍あい、おはよ。今日きょうも早はや起おきね。朝あさごはん、すぐ用よう意いするから」

　俺おれに気きがついて、母かあさんはそう言いうと、すぐ台だい所どころに向むかった。

　父とうさんは一いち年ねんほど前まえからアメリカに単たん身しん赴ふ任にんをしている。

「うん、ありがとう」

　朝ちょう食しょくを前まえにして、手てを合あわせたあと、豆とう腐ふの味み噌そ汁しるをすすると、熱あつさだけが舌したに伝つたわる。

　三さんか月げつ前まえ、母かあさんとふたり東とう京きょうに引ひっ越こしてきてから、突とつ然ぜん、食たべ物ものの味あじがわからなくなった。

　ネットで調しらべると、味み覚かくがなくなるのは、ストレスが大おおきな原げん因いんだと書かいてあった。

　だけど、思おもい当あたることもないし、心しん配ぱいをかけるのも嫌いやだから、誰だれにも言いっていない。

「今日きょうは、横よこ浜はまで、花はな火び大たい会かいがあるわね。家か族ぞくで行いったの、もうずいぶん前まえね」

　仏ぶつ壇だん用ようの小ちいさな食しょっ器きに、ごはんを盛もりつけながら、母かあさんが言いった。

「行いったっけ？」

「あら、覚おぼえてないの？　小ちいさいころ、旅りょ行こうしたときに、寄よったでしょ」

「そうだったっけ……」

「もー。綿わたあめ、うれしそうに食たべてたじゃない。それから、金きん魚ぎょすくいがしたいって言いい出だして、一いっ匹ぴきすくったけど、もともと病びょう気きで。ひと晩ばん中じゅう看かん病びょうしたけど死しんじゃって。わんわん泣ないてたこと、覚おぼえてない？」

「……ああ、うん」

　俺おれが微び妙みょうな返へん事じをすると、母かあさんはふっと微ほほ笑えんだ。

「まあ仕し方かたないか。まだ、六ろく歳さいだったもんね」

　母かあさんの言いうように、小ちいさかったからなのだろうか──……何なにも覚おぼえていなかった。

「でも藍あい、最さい近きん、本ほん当とうにあか抜ぬけたわね。もしかして、好すきな子こでもできたんでしょ？」

　──好すきな子こ……？

「何なにそれ。意い味み、わかんないから。ごちそうさま」

　食たべ終おわった食しょっ器きを、流ながしに持もっていき、俺おれはそそくさと自じ分ぶんの部へ屋やに戻もどった。




ai[image: ]今日きょう、横よこ浜はまで花はな火び大たい会かいがあるらしい。
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　そうメッセージを送おくったのは、別べつに、小ちいさいときの記き憶おくを思おもい出だしたかったからじゃない。

　ただ、透とう花かに、会あいたかっただけだ。
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　その夜よるは、雨あめの音おとがうるさくて、なかなか寝ねつけなかった。

　──「俺おれの好すきな人ひとは、透とう花かだよ」

　保ほ健けん室しつでそう言こと葉ばにしたとき、誰だれかを好すきだと思おもう気き持もちが、はっきりとわかった。

　というより、思おもい出だした……のかもしれない。

　近ちかごろの俺おれは、なんだか、おかしい。

　自じ分ぶんが泳およげないことも、花はな火び大たい会かいへ行いったことも、完かん全ぜんに忘わすれていた。

　かと思おもえば、知しらないはずのことを、知しっていたりもする。

　あの日ひ、透とう花かが描かいた絵えを見みて、すぐに抽ちゅう象しょう画がだと、藍あい色いろだと、わかった。

　でも、絵えの勉べん強きょうをしていたわけでもないのに、なぜ知しっていたのか、不ふ思し議ぎだった。

　それにまだ、東とう京きょうへ来くる前まえ……通かよっていたはずの学がっ校こうのことが、何なにも──思おもい出だせない。

　思おもい出だそうとすると、拒きょ否ひ反はん応のうを起おこすみたいに、頭あたまが痛いたくなって、息いきが苦くるしくなる。

　もしかしたら──記き憶おく喪そう失しつ……というやつ、なのだろうか。

「……はあ」

　考かんがえているだけで、またどっと疲つかれて、からだが重おもたくなってきた。

　とりあえず、今日きょうはもう、眠ねむろう。

　そう思おもったとき、スマホのふるえる鈍にぶい音おとが、廊ろう下かに響ひびいた。

　居い間まに、置おきっぱなしだったかもしれない。

　ベッドから起おき上あがり、音おとを辿たどっていく。

　この家いえは、母かあさんが小ちいさいころに住すんでいた。

　去きょ年ねん、祖そ母ぼが亡なくなり、誰だれも住すむ人ひとがいなくなったため、リフォームして家か族ぞくで暮くらすことになったのだ。

　そして音おとは、使つかわれていない部へ屋やの、祖そ母ぼが使つかっていた桐きり箪たん笥すの中なかで、鳴なっていた。

　高こう級きゅうそうな艶つややかな着き物ものの上うえに、見みたことのない、透とう明めいのスマホが置おいてある。

　寝ねぼけていたけれど、自じ分ぶんのスマホは、さっき充じゅう電でん器きに差さしたのだ。

　色いろもちがうしケースもついていないから、母かあさんのでもない。

「誰だれの……だろう」

　画が面めんをタップすると、一いっ件けんのメールが届とどいていた。

　そのメールは、学がっ校こうでまだ習ならっていないむずかしい英えい文ぶんで書かかれていたけれど、なぜだか──すらすらと読よめてしまった。







To:Fujikiフジキサマへ

Sub件ject名: About Ai Fujikiフジキ　アイ　について




三さんか月げつのモニタリングが、終しゅう了りょういたしました。

日にち常じょう生せい活かつは、問もん題だいなく送おくることが可か能のうです。

感かん情じょう面めんのプログラムは、生せい前ぜんのデータに一いち部ぶ破は損そんがあったため、

不ふ完かん全ぜんだったにもかかわらず、

人ひととの交こう流りゅうの中なか、学がく習しゅうし、自みずから構こう築ちくしていく過か程ていも確かく認にんできました。

しかし「人にん間げんらしさの再さい現げん」において、

味あじがわからない

涙なみだがこぼれない

など、複ふく数すうの問題バグが発はっ生せいしています。

また、「死し」に関かかわるデータを、復ふく元げんしようとする危き険けんな兆ちょう候こうがありました。

つきましては、規き定ていに基もとづき、ＡエーＩアイを一いっ旦たん、アメリカ本ほん社しゃにて初しょ期き化かし、

最さい終しゅう的てきなバージョンアップをさせて頂いただきます。

回かい収しゅう期き限げんは、本ほん日じつより一いっ週しゅう間かんとなります。

アメリカ本ほん社しゃへの発はっ送そうのご準じゅん備びを、お願ねがいいたします。







「──……は？」

　……ＡエーＩアイ？

「なんだよ、それ……」

　件けん名めいは、俺おれの名な前まえが書かかれているけど……生せい前ぜんのデータ、って……なんだ。

　まるで俺おれが、死しんだ自じ分ぶんの代かわりにつくられたみたいな、言いい方かたじゃないか。

　意い味みが、わからない。

　死しんだ覚おぼえなんて、ない。

　だいたい俺おれが、機き械かいなわけがない。

　だって、ずっとこうして、人にん間げんとして生いきてきた。

　生うまれてからの記き憶おくだって、ちゃんとある。

　家か族ぞくとの、思おもい出でも……。

「……こんな、いたずらメール、誰だれが送おくってきたんだよ」

　こわごわと、メールに記しるされているＵＲＬリンクに飛とぶ。

　表ひょう示じされたのは、ＡエーＩアイを製せい作さくしているアメリカの会かい社しゃのウェブサイトだった。




《当とう社しゃは、Ａ人工Ｉ知能を搭とう載さいした成せい長ちょう型がたのアンドロイドを製せい作さくしております。

　最さい新しんの技ぎ術じゅつにより、生せい前ぜんの姿すがたを、限かぎりなく忠ちゅう実じつに再さい現げんいたします。》




　そんなうたい文もん句くが、画が面めん上じょうに浮うかんだ。
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　今日きょうから、新しん学がっ期きがはじまる。

　はっと目めが覚さめると、枕まくら元もとのデジタル時ど計けいは、七しち時じちょうどを指さしていた。

　昨日きのうは、すべてを忘わすれるように眠ねむった。

　目め覚ざましをかけなかったのに、この時じ間かんになると、やっぱり目めが覚さめてしまう。

　そのことを、不ふ思し議ぎに思おもったことはなかった。

　透とう花かと同おなじように、ただ体たい内ない時ど計けいが正せい確かくなのだと思おもっていた。

　だけど、ほんとうにそうなんだろうか。

　──……ＡエーＩアイ。

　その単たん語ごが、頭あたまから離はなれない。







　教きょう室しつに入はいると、いつもいちばんに、透とう花かの存そん在ざいを確かく認にんしてしまう。

「俺おれの好すきな人ひとは、透とう花かだよ」

　あのとき、心こころからそう感かんじて、言いった。

　いくら技ぎ術じゅつが進すすんでいるといっても、機き械かいに恋れん愛あい感かん情じょうなんて、持もてるはずがない。

　だから──俺おれがＡエーＩアイなんて……そんなの、ありえない。

　透とう花かの席せきへ「おはよう」と、言いいに行いこう。

　そう、思おもったのに。

　俺おれはその日ひ──……透とう花かに話はなしかけることが、できなかった。

　つぎの日ひも、そのつぎの日ひも、そうだった。

　透とう花かが近ちかづいてくると、席せきを立たってしまった。

　授じゅ業ぎょう中ちゅう、無む意い識しきに透とう花かを眺ながめてしまって、目めが合あったときも、いそいで目めを逸そらした。

「ほら、藍あいくん、やっとこの子このつまらなさに気きづいたんだ」

　あのふたり組ぐみが、透とう花かを見みて、笑わらっている。

　視し界かいの隅すみに、透とう花かが、泣なき出だしそうな顔かおをしているのが映うつった。

　助たすけなきゃ、いけないのに。

　教きょう室しつからでていく透とう花かを、どうしても追おいかけることができなかった。
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「突とつ然ぜんなんだけどね、お父とうさんが、明日あしたから、藍あいもまたアメリカへ来きなさいって」

　夕ゆう食しょくにつくってくれたペペロンチーノを食たべはじめて間まもなく、母かあさんが言いった。

「え……またって？」

「この家いえに来くる前まえも、退たい院いんしたあと、お父とうさんとアメリカですごしていたでしょ」

　……アメリカで、すごしていた？

　それに退たい院いんって──全まったく身みに覚おぼえがない。

「でもあのとき藍あいが助たすかって、本ほん当とうによかった……。お母かあさん、おばあちゃんの介かい護ご中ちゅうだったから、プールの授じゅ業ぎょうで溺おぼれて、藍あいが病びょう院いんに運はこばれたって学がっ校こうからの連れん絡らくに、すぐに気きがつけなくて。お父とうさんが病びょう院いんに飛とんでいってくれて、無ぶ事じを知しらせてくれたの」

　──プールで、溺おぼれた……？

「……そうなんだ」

　母かあさんはさっきから、何なにを言いっているのだろう。

　まるで、俺おれの知しらない、もうひとりの俺おれのことを、話はなしているみたいだ。

「そうなんだって、他ひ人と事ごとみたいに。とにかく、さっきチケットがメールで送おくられてきてね。昼ひるすぎの、便びんみたい。車くるまで送おくっていって、あげるわね」

「でも……学がっ校こうは？」

　呑のみ込こめないことばかりだが、とりあえず、現げん状じょうだけでも把は握あくしようと、そうきいた。

「編へん入にゅう手て続つづきも、もう済すんでいるみたい。転てん校こうしたばっかりなのにね。お父とうさんって、いっつも勝かっ手てなんだから」

　母かあさんは小ちいさくため息いきを挟はさんで、言いった。

「……母かあさんは、一いっ緒しょに行いかないの？」

「行いきたいけど、引ひっ越こしたばかりだし、仕し事ごともあるからね。だけどもう、介かい護ごもないし、藍あいに会あいたいから、今こん度どはちょくちょく遊あそびに行いく予よ定ていよ。それにね……去きょ年ねんおばあちゃんが亡なくなって、いい加か減げん母かあさんも、ひとりで生いきられるくらい強つよくならなきゃって、思おもったの」

　兄にいさんが死しんで十じゅう何なん年ねんが経たっても、母かあさんの心こころに刻きざまれた傷きずは、まだ癒いえていないのだろう。

　過か去こを過か去こにするというのは、とてもむずかしいことなのかもしれない。

「……そっか。でも、急きゅうだね、明日あしたなんて」

　否いや応おうなく、離はなれたくない存そん在ざいが、頭あたまに浮うかぶ。

「ねえ。もっとはやく、言いってくれたらいいのに。一いち年ねん前まえも、そうだったのよ。まあ、そういうところが、頼たよりになるところでも、あるんだけどね」

　パスタをフォークに巻まきつけながら言いい終おえ、母かあさんはちょっとだけ、微ほほ笑えんだ。

「あのさ、母かあさん……ひとつ、きいてもいい」

〝──アメリカ本ほん社しゃへの発はっ送そうのご準じゅん備びを、お願ねがいいたします〟

　あのメールの内ない容ようが、ずっと、脳のう裏りから消きえない。

「何なに？」

　こわいし、母かあさんを傷きずつけたくない。

　でも真しん実じつを、知しりたかった。

「……透とう明めいのスマホに届とどいていたメール、読よんだんだ……」

　すると母かあさんは、怪け訝げんそうに首くびをかしげた。

「透とう明めいの、スマホ……？」

　その反はん応のうを見みて、俺おれは感かんじた。

　──母かあさんは、あのスマホの存そん在ざいを知しらないんだ。

　もしも俺おれが、死しんだ自じ分ぶんのかわりにつくられたのだとしたら……。

　父とうさんは、兄にいさんを失うしなった母かあさんを、これ以い上じょう悲かなしませないために、俺ＡＩを内ない緒しょでつくったのかもしれない。

　アメリカですごしていたというのも、俺おれを作さく製せいする期き間かんだったのではないだろうか……。

　なんだか……そんなふうに思おもえてきた。

「ごめん、なんでもない」

　それから残のこりのパスタを、いそいで口くちの中なかへ放ほうり込こみ、飲のみ込こんだ。

「俺おれ、ちょっとでかけてくる」




touka[image: ]悲かなしいよ……藍あいくん。




　そのメッセージに、はやく返へん事じをしなければならなかった。
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　プールで溺おぼれ死しぬ夢ゆめを見みたとき、誰だれかの記き憶おくを体たい験けんしているようだと感かんじた。

　でもあれは、ただの夢ゆめじゃなかったのかもしれない。

　もしかしたら……俺おれの記き憶おくだったのかもしれない。

　プールに落おちたとき、水みずの底そこから空そらを見み上あげたとき、思おもったのだ。

　──このきれいな景け色しきを、見みたことがある……と。

「来きてくれて、ありがとう」

　プールサイドに現あらわれた透とう花かは、制せい服ふくを着きていた。

　学がっ校こうに来きてくれと言いったからだろうか、こういう真ま面じ目めなところが素す敵てきだと思おもう。

「わあ……きれい」

　金きん魚ぎょが泳およぐ透すき通とおったプールを見みて、透とう花かは目めをかがやかせた。

　到とう着ちゃくを待まっているあいだ、各かく教きょう室しつで飼かっていた金きん魚ぎょをすくってきて、プールに放はなった。

「悲かなしいときは、きれいな景け色しきを見みせてあげるって、言いったから」

　夢ゆめの中なか。

　学がっ校こうのプールで、金きん魚ぎょが泳およいでいて、すごくきれいだった──と、花はな火び大たい会かいの日ひ、透とう花かが話はなしてくれた。

　そのとき、その景け色しきを、いつか見みせてあげたいと思おもった。

「藍あいくん……私わたしのこと、好すきじゃなくなったの……」

　金きん魚ぎょを見みつめながら、透とう花かはきいた。

　三みっ日かも無む視しをしたのだから、そんなふうに思おもわせてしまうのは、当とう然ぜんだった。

「そんなの、なるわけない」

　俺おれはつよく否ひ定ていした。

　だってこの三みっ日か間かんも、透とう花かのことばかり、考かんがえていた。

「じゃあ、どうして……無む視し、するの」

「わからなく、なったんだ。……自じ分ぶんが」

　答こたえながら、俺おれはもう、わかっていたのかもしれない。

「……どういう、こと？」

　生いきているあたたかさを確たしかめるように、悲かなしい顔かおを浮うかべる透とう花かの手てを、握にぎった。

　ただ──アメリカへ行いくことになったと、言いえばよかったのかもしれない。

「俺おれ……」

　ぜんぶ、夢ゆめならいいのにと思おもう。

「初しょ期き化か、されるんだって」

　でもこの世せ界かいには、悲かなしいくらい現げん実じつしかなくて、

「透とう花か……機き械かいは、人ひとを好すきになれると思おもう？」

　こんなに動どう揺ようしているのに、声こえはふるえることもない。

「何なに、言いっているのか……わからないよ」

　俺おれも、わからない。

　ただ、ひとつだけわかるのは、

「俺おれ…………ＡエーＩアイなんだ」

　俺おれは──透とう花かを、好すきになったりしては、いけなかった。










　　　│ 九きゅう色しょく │ 別わか れ の 言こと 葉ば だ っ た







　翌よく日じつ、各かく教きょう室しつで飼かっていた金きん魚ぎょが、プールで泳およいでいると、大おお騒さわぎになっていた。

　生せい徒とたちが見みにいっては、きれいな景け色しきだとはしゃいでいる。

　その犯はん人にんが藍あいくんだとは、誰だれもうたがっていない。

　学がっ校こうに忍しのび込こんだことは、ばれていないみたいだった。

　あれからずっと、夢ゆめを見みているみたいに、頭あたまがぼうっとしている。

　──「俺おれ…………ＡエーＩアイなんだ」

　きっと、藍あいくんはうそをついたりしない。

　でもその告こく白はくを、どう信しんじたらいいのか、わからないでいる。

　だけどもしも本ほん当とうに、初しょ期き化かされたとしたら……。

　藍あいくんは……どうなるの。

　私わたしのこともぜんぶ、忘わすれてしまうの……？

　見みつからない答こたえを探さがしているうちに、朝あさのホームルームがはじまった。

「みなさん、おはようございます。突とつ然ぜんですが、不ふ二じ木き藍あいくんの転てん校こうが決きまりました。お昼ひるの飛ひ行こう機きで、アメリカに向むかうことになったそうです」

「……え？」

　そんなの、聞きいていない。

　──透とう花かのこと、好すきになれてよかった。

　あのあと、家いえまで送おくってくれたとき、藍あいくんは私わたしの頭あたまをなでて、そう言いった。

　──あれが、別わかれの言こと葉ばだった……？

　そう気きがついたとき、

「いやだ……！」

　思おもわず声こえをあげていた。

「蒼あお井いさん、どうしたの？」

　普ふ段だん私わたしが授じゅ業ぎょう中ちゅうに声こえを発はっしたりしないせいだろう、先せん生せいも少すこし動どう揺ようしている。

　でも、制せい御ぎょすることはできなかった。

「先せん生せい……。私わたし、お腹なかが痛いたいので、帰かえります」

　私わたしはまた、バレバレのうそをついていた。

　そしてからだは、誰だれの返へん事じを待まつこともなく、教きょう室しつを飛とび出だしていた。







　家いえに帰かえると、お母かあさんが心しん配ぱいそうな表ひょう情じょうを浮うかべて、私わたしを待まっていた。

「担たん任にんの先せん生せいから、急きゅうに早そう退たいしたって連れん絡らくがあったわよ。最さい近きんあまり、ごはんも食たべてなかったし、体たい調ちょうが悪わるいの……？」

　このまま体たい調ちょうが悪わるいふりをしたら、やさしくしてもらえるのかもしれない。

　ふとそんな考かんがえがよぎったけれど、いまはそんなことを願ねがっている場ば合あいじゃない。

　私わたし──まだひとりじゃ、どこへも行いけないから。

「お母かあさん……お願ねがい。……空くう港こうまで、送おくってほしいの」

「お腹なかが痛いたいんじゃないの？」

「お腹なかは……痛いたくない。心こころが、痛いたい。好すきな人ひとが……遠とおくに行いっちゃうの。まだ……好すきだって、言いってないの」

　涙なみだがあふれてくる。

　お母かあさんは、怒おこるかな。

　また、私わたしのことを、嫌きらいになるかな。

　でも、それでも、いい。

　どうしても──藍あいくんに、会あいたかった。伝つたえたかった。

「着き替がえてくるから、車くるまの中なかで待まってなさい」

　お母かあさんは、私わたしの頭あたまをぽんぽんと叩たたいて、そう言いった。




　──こうしてふたりきりになるのは、いつ以い来らいだろう。

　なんだか、緊きん張ちょうする。

「前まえに言いっていた男おとこの子こに、会あいにいくの……？」

「うん……」

「そう……透とう花かは、恋こいができるのね……」

　それは以い前ぜん、彩あや花かにも言いわれたことがある台詞せりふだった。

　やっぱり、私わたしみたいな人にん間げんが恋こいをするのは、おかしいのかな。

「お母かあさんは、私わたしのこと、嫌きらい、なの……？」

　我が慢まんしてきた悲かなしさがこみ上あげてきて、とうとう言こと葉ばにしてしまった。

「……そんなわけ、ないでしょ。いつも、透とう花かのこと、考かんがえてるのに」

　それは、思おもってもみなかった、返へん事じだった。

「……本ほん当とう？」

「うん」

　お母かあさんは静しずかにうなずいた。

「……うれしい。私わたし、彩あや花かが生うまれてから、自じ分ぶんは、いらなくなったんだと、思おもってたから……」

「え……？」

　秘ひめていた気き持もちを告こく白はくすると、お母かあさんは驚おどろいた顔かおをして、じっと私わたしを見みつめた。
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　それはなんだか、とても長ながい時じ間かんのように感かんじて、私わたしは言いった。

「お母かあさん……あぶないよ？」

「あ、そうね」

　お母かあさんはすぐに前まえを向むいた。

　──自じ分ぶんの気き持もちなんて、言いわなかったほうが、よかったのかな。

　さっきはうなずいてくれたけど、やっぱりいらない子こだと思おもわれているのかもしれない。

　そう感かんじていると、お母かあさんがつぶやくように言いった。

「……お母かあさん、透とう花かには……感かん情じょうがないんだって、思おもってた」

　──なんで、だろう。

「私わたしが、笑わらえなくなったから……？」

　そうたずねたとき、空くう港こうの入いり口ぐちがもう目めの前まえに見みえた。

「ごめん。……ちょっと、連れん絡らくしなきゃいけない用よう事じを思おもい出だしたから。お母かあさんはここで待まってるから、ひとりで行いける？」

　車くるまをとめて、お母かあさんは言いった。

「うん。ありがとう、お母かあさん」

　ハンドルを握にぎるその手ては、少すこしだけ、ふるえているように見みえた。







　電でん光こう掲けい示じ板ばんで、アメリカ行いきの飛ひ行こう機きの搭とう乗じょう口ぐちをしらべて、全ぜん力りょくで走はしった。

　胸むねがざわついておさまらないのは、きっとひさしぶりに、お母かあさんと話はなせたからなんだろう。

　そして、搭とう乗じょう手て続つづきのゲートへとすすんでいく後うしろ姿すがたが、見みえた瞬しゅん間かん──。

「藍あいくん、待まって……！」

　私わたしは、周しゅう囲いの目めも気きにせず叫さけんだ。

「透とう花か？」

　藍あいくんは、すぐに気きがついて、ふりむいた。

　パスポートとチケットを手てに、かけよってくる。

「まさか来きてくれるなんて、思おもってなかった……」

「だって……ひどいよ。さよならも、言いわせてくれないなんて……」

「ごめん……。さよならなんて、言いいたくなかったから」

「……私わたしだって、言いいたくない」

　会あえてうれしいのに、なかなか素す直なおな言こと葉ばが、出でてこない。

「……俺おれ、透とう花かのこと、好すきになれてうれしかった」

　どちらからともなくむきあうと、藍あいくんはしっかりと私わたしを見みつめて言いった。

　うれしくなかったのは、その告こく白はくが、過か去こ形けいだったからだ。

「なんで……、終おわったことみたいに、言いうの？」

「……俺おれは、透とう花かのこと、好すきになる資し格かく、ないから」

　まだ私わたしは、昨日きのう、告つげられたことを、信しんじられないでいる。

　だけど、その顔かおがあまりにも悲かなしそうで、問といかけた。

「……ＡエーＩアイ、だから……？」

　藍あいくんは目めをふせて、静しずかにうなずいた。

「……でも、私わたしにとっては、藍あいくんだよ」

　藍あいくんがくれた言こと葉ば。

　藍あいくんとすごした時じ間かん。

　そのぜんぶが、透とう明めいだった私わたしの世せ界かいを、彩いろどってくれた。

「私わたしは……藍あいくんが、好すきなんだよ」

　私わたしは、うったえるように言いった。

「……はじめて、言いってくれた」

　藍あいくんは、ちょっと照てれくさそうに笑わらった。

「うん……。やっと、言いえた」

　でもその笑え顔がおは、すぐに消きえてしまった。

「……初しょ期き化かされたら、いまのもぜんぶ……忘わすれてしまうのかな」

　初しょ期き化かという言こと葉ばが、まだうまく呑のみ込こめない。

　だけどこれだけは、絶ぜっ対たいだった。

「……大だい丈じょう夫ぶ、だよ。だって、私わたしが忘わすれない……。藍あいくんのぶんまで、ぜんぶ、覚おぼえてるから。だから……好すきになれてよかったなんて、言いわないで……」

　その瞬しゅん間かん、藍あいくんの腕うでが、私わたしのからだを力ちからいっぱいに抱だきしめた。

　息いきがとまりそうなくらい、つよい力ちからだった。

「……透とう花かのこと、忘わすれたくない。自じ分ぶんがＡエーＩアイだなんて、信しんじたくも、ない。でも……俺おれ、こんなに、泣なきたいのに、涙なみだもでないんだ」

　ああ──同おなじだ。

　やっぱり、私わたしと藍あいくんは、同おなじだった。

「……私わたしもね、悲かなしいことが会あった日ひから、うまく笑わらえなくなった。でも藍あいくんが、笑え顔がおの私わたしを描かいてくれた。それを見みたとき、いつか笑わらえる気きがした。だから今こん度どは、私わたしが……藍あいくんを、描かくから……だから……ずっと藍あいくんのこと、好すきでいたい」

　自じ分ぶんでも、何なにを言いっているのか、よくわからない。

　だけど、心こころの中なかのことをぜんぶ、伝つたえたかった。

「……帰かえってくるまで……待まってて、くれる……？」

　か細ぼそい声こえで言いって、藍あいくんは、私わたしの肩かたに顔かおを埋うずめた。

「うん、待まってる……。いつまでも、待まってる」

　それ以い上じょう、もう話はなすことはなかった。

　ただ、このままずっと──離はなれたくなかった。










　　　│ 藍あい色しょく │ き れ い な 絵え







　大おおきな建たて物ものの設せっ計けいをするのが父とうさんの仕し事ごとで、デザインをするのが母かあさんの仕し事ごとだった。

　仕し事ごとでいろんなホテルに招しょう待たいされるのだろう、小ちいさいころ、両りょう親しんはいつも旅りょ行こうだと言いって俺おれを一いっ緒しょに連つれていってくれた。

　その日ひは、横よこ浜はまにできたばかりの、大おおきなプールのある南なん国ごくをイメージしたホテルに来きていた。

「不ふ二じ木き様さま、お待まちしておりました」

「いやー。素す敵てきなホテルですね」

　風かぜの通とおる開かい放ほう的てきなロビーでひとり、両りょう親しんとホテルの人ひとが話はなし込こんでいるのを、たいくつしながら待まっているときだった。

　大おおきなスケッチブックを抱かかえた自じ分ぶんと同おなじ六ろく歳さいくらいの女おんなの子こが絵えを描かいているのが、ふと目めに映うつった。

　そっと近ちかづいて、覗のぞき込こむ。

　たくさんの色いろがつかわれていて、まるで万まん華げ鏡きょうの中なかみたいだった。

「きれいな、絵えだね」

　気きがついたら──声こえにしていた。

「うん、そうでしょ」

　女おんなの子こは、絵えを描かく手てをとめずに、答こたえた。

「なにが、描かいてあるの？」

「これは、家か族ぞくの絵えだよ」

「だけど……いろんな色いろが、ぬってあるだけだよ」

　どこから見みても、人ひとが描かかれているようには、見みえなかった。

「こういうのは、ちゅうしょうがっていうの」

　女おんなの子こは、少すこしませた口く調ちょうで、得とく意いげに答こたえた。

「ちゅう、しょう……が？」

「そう。夢ゆめみたいな絵えのこと」

「へえ……なんか、アートだね」

　母かあさんが、すごい建たて物ものを見みたとき、いつもアートね、と言いっていることを思おもい出だして、真ま似ねして言いった。

「あははっ。アートだって。きみ、おもしろいね。名な前まえ、なんて言いうの？」

　女おんなの子こは、その言こと葉ばがツボに入はいったのか、声こえを出だして笑わらった。

「えっと。……あい」

　自じ分ぶんの名な前まえの漢かん字じはむずかしくて、まだ知しらなかった。

「あい、か。わたし、おなじ色いろの絵えの具ぐ、もってるよ」

「え？」

　あい、なんて色いろは、自じ分ぶんが持もっている色いろ鉛えん筆ぴつのセットには入はいっていない。

「ほら、あいいろ。すごくきれいな色いろなんだよ」

　でも女おんなの子こは、たくさんの画が材ざいが入はいった鞄かばんの中なかから、ほんとうにその色いろを、とり出だした。

「どんな色いろ、なの……？」

　そのアクリル絵えの具ぐのチューブだけ見みても、イメージはわかなかった。

「とっても、きれいな色いろ。……って、それじゃ、わからないよね」

　こくりと、俺おれはうなずいた。

「じゃあ、この色いろで、絵えを描かいてあげよっか？」

「いいの……？」

「うん。これからなにか、用よう事じある？」

「えっと……きょうは、花はな火びを見みに行いくんだ」

　ここへ来くるまでの車くるまの中なか、夜よるは花はな火び大たい会かいに行いこうと、家か族ぞくで話はなしていた。

「そっか、いいね。わたし、明日あしたもこのホテルに泊とまってるんだけど、きみもいるの？」

「二に泊はくする、って言いってた」

「じゃあ、一いっ緒しょだね。また明日あした、ここにあつまろうよ。三さん時じね」

　女おんなの子こは、一いっ方ぽう的てきに決きめた。

「わかった」

「藍あい、行いくぞー」

　うなずいたとき、ちょうど、ホテルの人ひとと話はなし終おわった父とうさんが呼よんだ。

「行いってらっしゃい」

　そう言いって微ほほ笑えむと、女おんなの子こはまた夢む中ちゅうで絵えを、描かきはじめた。

　その日ひの夜よるは、予よ定てい通どおり、家か族ぞくで花はな火び大たい会かいへ行いった。

「雲くもみたいだから食たべたい」とねだって綿わたあめを買かってもらって、金きん魚ぎょすくいをした。

　花はな火びは、光ひかりの粒つぶが集あつまってできていて、どこから見みても丸まるかった。

　ふととなりをむくと、母かあさんは花はな火びを見みながら、静しずかに泣ないていた。

「緑りょくとも、一いっ緒しょに来こられたら、よかったのに……」

　そう──つぶやいた声こえが、聞きこえた。
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　翌よく日じつ、待まち合あわせのロビーに着つく前まえから、俺おれは、めそめそ泣ないていた。

「どうして、泣ないてるの？　どっか痛いたいの？」

　女おんなの子こが、心しん配ぱいそうに俺おれの顔かおを覗のぞき込こんで、眉まゆをひそめる。

　ぼやけた視し界かいに垂たれた、女おんなの子この髪かみの毛けの先さきは、あおく染そまっていた。

「昨日きのう、おまつりですくった金きん魚ぎょが、病びょう気きにかかっていて、さっき死しんじゃったんだ……。ひと晩ばん中じゅう、看かん病びょうしたのに」

「……そっか」

　女おんなの子こは悲かなしそうに、目めを伏ふせたあと──。

「あのね、悲かなしいときは、きれいな景け色しきを、みるといいよ」

　そう言いった。

「……きれいな、景け色しき？」

「そう。たとえば、こういうの！」

　すると「じゃーん」と言いいながら、スケッチブックに描かかれた一いち枚まいの絵えを見みせてくれた。

「あいいろで、描かいたんだよ」

　俺おれと同おなじ名な前まえの色いろで描かかれたそれは──吸すい込こまれそうなくらい、きれいな絵えだった。

「なにが、描かいてあるの……？」

「これはね、水みずの中なかから、空そらをみあげたときの、景け色しき。昨日きのう、プールに入はいったとき、みたんだ。すっごく、きれいなの」

　きっとその光こう景けいを思おもい浮うかべながら、女おんなの子こはうっとりとした声こえを漏もらした。

「そうだ。この絵えの中なかに、きみの金きん魚ぎょを泳およがせてあげる。そしたら、忘わすれないでしょ」

　女おんなの子こはにこりと笑わらい、また得とく意いげに言いった。

「うん……ありがとう」

「じゃあ金きん魚ぎょには、だいだい色いろの、絵えの具ぐをつかおう」

　だいだい色いろは知しっていた。

　その小ちいさな手てで、金きん魚ぎょが描かかれていくようすはまるで魔ま法ほうみたいだった。

「ほら。描かけたよ──」

「ありが、とう。うれしい」

　あいいろの中なかで泳およぐ金きん魚ぎょは、まるで居い場ば所しょを見みつけたみたいに、きらきら光ひかっていた。

「でも、まだ悲かなしい顔かおしてるよ」

　昨日きのうはもうひとつ、金きん魚ぎょが死しんだのと同おなじくらい、悲かなしいことがあった。

「……昨日きのう、花はな火びを見みているとき、ぼくは、いらない子こだって、気きづいたんだ」

「なんで？」

「母かあさんは、ぼくより、兄にいさんに、まいにち、会あいたいって思おもっているから」

「お兄にいさんがいるの？」

「うん……。でも、ぼくが生うまれる前まえに、死しんじゃった」

「そうなんだ……。でも、それって、死しんじゃったから、会あいたいんじゃない？」

「え？」

「もしもきみが死しんだら、お母かあさんは、きみに会あいたいって、まいにち考かんがえると思おもうよ」

「……そう、なのかな」

「そうだよ。だって、家か族ぞくなんだもん」

　その笑え顔がおはまぶしくて、きっと家か族ぞくが大だい好すきなのだと、思おもった。

「あ、そうだ！　明日あした、帰かえるまえ、一いっ緒しょにプールにもぐろうよ。きれいな景け色しきを見みたら、きっと生いきていてよかったって、思おもうから」

「……うんっ」

　女おんなの子こと話はなしているだけで、なんだか元げん気きがわいてくる。

「ねえ、きみの名な前まえは……なんていうの」

　俺おれは少すこし、照てれながらきいた。

　明日あしたはもう、家いえに帰かえらなきゃいけない。

　もう二に度どと会あえないのかもしれないと思おもうと、名な前まえだけでも、知しりたくなった。

　そのとき女おんなの子このお父とうさんらしき人ひとが、エレベーターから降おりてきて、「行いくぞー」と、手て招まねきをした。

「はーい」

　うれしそうに返へん事じをしてから、女おんなの子こは俺おれのほうをむいた。

「じゃあ朝あさ、七しち時じにプールで待まち合あわせ。そのとき、教おしえてあげるね」

　むじゃきに微ほほ笑えんで、女おんなの子こは言いった。

「うん」

　──また、話はなせる。

　名な前まえはまた明日あした、教おしえてもらえばいい。

　その夜よるは、わくわくしてなかなか眠ねむれなかった。
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　でもつぎの日ひの朝あさ。

　プールサイドへ行いくと、女おんなの子このからだが、プールに浮うかんでいた。

　まるで、死しんだ金きん魚ぎょみたいに、ただ、浮うかんでいた。

　ぼくが十じゅう五ご分ふん、ねぼうしてしまったから……。

　ぼくがちゃんと、七しち時じの約やく束そくに間まに合あうように起おきていたら……。

　女おんなの子こはきっと……──死しんだりしなかった。
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　それから中ちゅう学がく生せいになった。

　その日ひの記き憶おくが消きえないせいだろう、用よう事じがなくても、毎まい朝あさ七しち時じぴったりになると目めが覚さめた。

　家か族ぞく以い外がいとはなるべく話はなさなかった。

　あの日ひ、自じ分ぶんが話はなしかけたせいで、女おんなの子この運うん命めいを変かえてしまったのだと思おもうと、こわかった。

「不ふ二じ木きって、何なにもしゃべらないよな」

「いつも髪かみもボサボサだし、ちゃんとすれば、イケメンになるかもなのにね」

「それはないでしょ」

　雨あめの日ひが好すきだったのは、こういうクラスメイトの雑ざつ音おんを、かき消けしてくれるからだ。

　誰だれとも話はなさないのだから、友とも達だちはいなかった。いらなかった。

　いつだって、ひとりがよかった。

　ひとりで、屋おく上じょうから色いろが変かわっていく街まちを見み渡わたしたり、夜や景けいを見みに行いったりするのが好すきだった。

　俺おれはいつだって──きれいな景け色しきを、探さがしていた。
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「不ふ二じ木きさー、プールの授じゅ業ぎょうになると、いっつも見けん学がくして、女じょ子しかよ」

　男だん子しの中なかでも、いちばん苦にが手てな、不ふ良りょうグループ。

　俺おれは何なにも言いいかえさずに、プールに反はん射しゃする光ひかりを見みつめていた。

「おい、なんの返へん事じもなしかよ」

「こいつさ、陰いんキャの分ぶん際ざいで、自じ分ぶんは違ちがうとかって、俺おれらのこと、見み下くだしてんじゃね？」

「マジで頭あたま来くる。おい、なんか話はなせよ」

　何なにを言いわれても、俺おれは話はなさなかった。

　見み下くだしてはいないけど、どうでもよかった。

「クッソー！　何なにもしゃべんねえんだったら、見けん学がくしてねえで、入はいれよ！」

　誰だれかの足あしが、俺おれの背せ中なかをつよく蹴けった。

　その瞬しゅん間かん、俺おれのからだは、いっきに藍あおい世せ界かいへとしずんでいった。

　泳およげないことに気きがついたのは、プールの底そこに辿たどり着ついたときだった。

　いままで、泳およいだこともなかったのだから当とう然ぜんだったのかもしれない。

　息いきが、できない。

　……──このまま、死しぬんだ。

　苦くるしいのに、不ふ思し議ぎとおだやかな気き持もちなのは、水みずの中なかから空そらを見み上あげたときの──その景け色しきが、あまりにもきれいだったからだ。

「悲かなしいときは、きれいな景け色しきを見みるといいよ」

　そのとき耳みみの奥おくで、女おんなの子この声こえがした。

　──……そうか、やっと見みられたんだ。

　あの女おんなの子こは、藍あい色いろで、この景け色しきを描かいてくれたんだ。

　ああ、これであの日ひ、ねぼうをしたことを謝あやまれる。

　やっと──名な前まえを教おしえてもらえる。










　　　│ 十じっ色しょく │ 透とう 明めい な ま ま だ っ た







　ＡエーＩアイがつくられるのには、大おおきくわけて、ふたつの理り由ゆうがあるという。

　医い学がくや、利り便べん性せいのためにつくられること。

　もうひとつは、死しんだ人にん間げんの代かわりに、つくられること──。

　もちろん、つくるのにも、維い持じをするのにも、かなりの金きん額がくがかかる。

　だから、ＡエーＩアイをつくれるのは、ひとにぎりのお金かね持もちだけで、つくったことは絶ぜっ対たいに口こう外がいしてはいけない。

　問もん題だいになっているのが、ＡエーＩアイを破は棄きしたり、家か族ぞくとして扱あつかわなくなったりする事じ例れいが、多おおいこと。

　その理り由ゆうとして最さい初しょは生いきかえった喜よろこびでいっぱいでも、ＡエーＩアイを見みるたびに「もとになった人にん間げん」が死しんだことを、思おもい出だすからだという。
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「透とう花か、お弁べん当とうちゃんと持もったわね？」

「持もったよー」

「透とう花かの好すきな、砂さ糖とう入いりの卵たまご焼やき、入いれておいたから」

「やった、うれしい」

「そうだ。お父とうさん、週しゅう末まつ休やすみになってな、家か族ぞくで旅りょ行こうでも行いくか」

「やだよー。家か族ぞく旅りょ行こうなんて、ダサい」

「ダサいとはなんだ、彩あや花か。透とう花かは行いきたいだろ？」

「うん、行いきたい」

「じゃあ、決きまりね」

「もー。せめて、映ばえるホテルにしてよねー」

「わかったわかった」

　いま──家か族ぞくの笑わらい声ごえの中なかに私わたしはいる。

「じゃあ、学がっ校こういってきまーす」

「私わたしも、いってきます」

「気きをつけてね」

　お母かあさんが、私わたしと彩あや花かを見みて、やわらかく微ほほ笑えむ。

「うん」

　私わたしも、微ほほ笑えみかえした。

　外そとへ出でると、眩まぶしい朝あさの陽ひざしが通つう学がく路ろを照てらしていた。




　あれから──……もうすぐ、二に年ねんが経たつ。




「お姉ねえちゃん、途と中ちゅうまで、一いっ緒しょに行いこ」

「うん」

　中ちゅう学がく生せいになり、あの頃ころの私わたしと同おなじ制せい服ふくに身みを包つつんだ彩あや花かは、背せもぐっと伸のびて、なんだかすっかり大人おとなびた感かんじがする。

　けっこう人にん気きがあったのに、アイドル活かつ動どうはもうしていない。

　恋れん愛あい禁きん止しなんて、無む理り。という、素す直なおな理り由ゆうだった。

　おしゃれな彩あや花かには女おんなの子このファンも多おおく、いまはモデルを目め指ざしているのだという。

「そういえば昔むかしさ、お姉ねえちゃんの彼かれ氏しに、水みずかけられたこと、あったよね」

「覚おぼえて、たの」

　いきなりその話わ題だいがでてきて、ちょっと動どう揺ようした。

「忘わすれないよ、ふつう。超ちょうびっくりしたもん」

「だよね、ごめん」

　苦にが笑わらいして私わたしは言いった。

「でもさ、すごい、お姉ねえちゃんのこと、好すきなんだなって思おもったよ」

　踊おどるみたいに、群ぐん青じょう色いろのスカートをくるりとひるがえしながら、彩あや花かは言いった。

「……うん」

　──俺おれの好すきな人ひとは、透とう花かだよ。

　心こころの中なかにしまってあるその声こえはずっと、色いろあせることがない。

「もう、会あってないの？」

「転てん校こう……しちゃったから」

　詳くわしいことは、誰だれにも話はなしていないし、話はなせることでもない。

　約やく束そくしたわけじゃないけど、ぜったいにふたりだけの、秘ひ密みつだった。

「そっか」

　ふわりと、花はなびらが地じ面めんに落おちるみたいに、彩あや花かが立たちどまる。

「……あのさ、お姉ねえちゃん」

「何なに？」

「ずっと言いえなかったけど、金きん魚ぎょ、餌えさあげすぎてごめんね」

「え……どうしたの、突とつ然ぜん」

　もう、ずいぶん前まえのことなのに。

　だけどその背せ中なかは、なんだか真しん剣けんで、少すこし泣ないているみたいにも見みえた。

　もしかしたら──ずっと……気きにしていたのかな。

「彩あや花かね、心こころがきれいになりたいんだ」

「え……？」

「昨日きのう、好すきな人ひとにふられたの。性せい格かく悪わるいって」

　私わたしは思おもわず目めを丸まるくした。

「……好すきな人ひと、いるの？」

「中ちゅう一いちなんだから、当あたり前まえじゃん」

　彩あや花かの、その生なま意い気きで、飾かざらない感かんじが、私わたしは好すきだった。

「彩あや花か、性せい格かく悪わるくないよ。私わたしがひとりぼっちだったから……金きん魚ぎょ、すくってきてくれたんだよね？」

　私わたしは後うしろから、彩あや花かの顔かおを覗のぞき込こんで言いった。

　だから私わたしは──金きん魚ぎょが死しにかけたあのとき、怒おこれなかったのだと思おもう。

　彩あや花かが、本ほん当とうはやさしいことを、知しっていたから。

「あっ、あれは。世せ話わが面めん倒どうだったからって、言いったでしょっ」

　頬ほおを赤あからめ、照てれ隠かくしのように、彩あや花かがあわてて言いった。

「じゃ、彩あや花かこっちだから、もう行いくからっ。ばいばい」

「うん。ばいばい」

　別わかれ道みちに差さしかかり、向むかい風かぜの中なか、しっぽのように揺ゆれるツインテールに、手てをふる。

　人ひとの心こころが、どんなものなのか、私わたしにはわからない。

　大おおきいのか小ちいさいのか、あたたかいのか冷つめたいのか。

　そんなこと、誰だれにもわからない。

　でも、心こころがない人ひとなんていなくて、どんな人ひとにも心こころがあって、みんな、心こころの中なかで、何なにかを思おもっている。







「透とう花か、おはよー」

　肩かたを叩たたかれて、横よこを向むいた。

「あ、おはよ、桃ももちゃん」

　となりのクラスの白しろ野の桃ももちゃんは、女おんなの子このかたまりみたいな容よう姿しをしているのに、サバサバしていて、「あたしは、ひとりでいても、全ぜん然ぜん平へい気きなの」と言いう。

　──入にゅう学がく式しきの日ひ、「あなたみたいな、透とう明めいな女おんなの子こ、探さがしてたんだ」と、声こえをかけてくれた。

「透とう明めい……？」

　さいしょは、悪わる口ぐちなのかなと、思おもった。

「そう。透とう明めいって、誰だれの色いろにも染そまらない、ってことでしょ。なかなか、できることじゃないよ。すごいことなんだよ」

　でも桃ももちゃんはそう言いって、私わたしの存そん在ざいを、みとめてくれた──。
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「なんか、いいことあった？」

「うん、今日きょうのお弁べん当とう、砂さ糖とう入いりの卵たまご焼やき入はいってるから」

「なるほど。それは、たのしみだね」

「桃ももちゃんは、自じ分ぶんでつくってるんだよね？」

「そうだよ。うち共とも働ばたらきだし、お母かあさん、超ちょうー料りょう理り、へただから」

　呆あきれたふりをしながらも、いつも愛あいがつまった口く調ちょうで、桃ももちゃんは家か族ぞくのことを話はなす。

「すごいよね、桃ももちゃんは」

　同おなじ高こう校こう生せいなのに、アルバイトもして、家か事じもして、尊そん敬けいしかない。

「ぜーんぜん。だって、なんでも自じ分ぶんでできるようになったほうが、たのしいから」

　こんなに素す敵てきな友とも達だちもできた私わたしは、きっともう、透とう明めい人にん間げんじゃない。

　笑わらえるようになり、家か族ぞくとも話はなせるようになった。

　だからもう自じ分ぶんを、いらないとも、思おもわない。

　でも──……心こころの半はん分ぶんはまだ、透とう明めいなままだった。







　放ほう課か後ごは変かわらず、美び術じゅつ部ぶに入はいって、絵えを描かいている。

「透とう花かちゃん、今日きょうもがんばってるねー。って！　また昨日きのうと同おなじ絵え、描かいてるー。たまには、違ちがう感かんじの絵えも、描かいてみたら？　せっかく、才さい能のうがあるのにさー」

　ひとつ年とし上うえの赤あか羽ばね虹こう太た先せん輩ぱいは、犬いぬみたいに人ひと懐なつっこい。

　茶ちゃ色いろいふわふわした髪かみ型がたがよく似に合あっていて、格かっ好こうよくて、下か級きゅう生せいにも上じょう級きゅう生せいにも人にん気きがある。

　ただ、同どう級きゅう生せいだけにはモテないと、よくなげいている。

　先せん輩ぱいの描かく絵えは、カラフルで、ファンタジーで、ちょっと不ふ思し議ぎな感かんじ。

　新しん入にゅう部ぶ員いんで毎まい日にち来きているのは私わたしだけだから、先せん輩ぱいはいつも気きにして、話はなしかけてくれる。

　というのも、桃ももちゃんも「私わたしも絵えを描かいてみたい」と一いっ緒しょに美び術じゅつ部ぶに入はいってくれたのだけど、バイトがいそがしくて、なかなか来こられないのだ。

「はい。でもいまは……この絵えを、描かきたいんです」

　私わたしのパレットにはいつも──藍あい色いろの絵えの具ぐが、広ひろがっている。




　あれから……藍あいくんがどうなってしまったのか、私わたしにはわからない。

　何なん度どかメッセージを送おくってみたけど、既き読どくになることもなく、送おくられて来くることもなかった。

　空くう港こうで別わかれたあとのことは、あまり覚おぼえていない。

　前まえの日ひ、ほとんど食たべていなかったせいなのか、うまく眠ねむれなかったせいなのか、ふらふらと車くるまに戻もどってくるなり、倒たおれたらしい。

　それから二日ふつかくらい、入にゅう院いんもしていたという。

　眠ねむり続つづけていたあいだは、お母かあさんがずっと傍そばにいて、私わたしのことを見み守まもっていたと、彩あや花かから聞きいた。




「そっかあ。この絵えは、何なにを描かいているの？」

「……これは、好すきな人ひとです」

　本ほん当とうは、誰だれにも秘ひ密みつにしておきたかった。

　ただその質しつ問もんだけには、うそをつくことはできなかった。

「ふーん。好すきな人ひとってことは、片かた思おもい、ってこと？」

　本ほん当とうに犬いぬみたいな仕し草ぐさで、赤あか羽ばね先せん輩ぱいはふわふわの髪かみの毛けをゆらしながら、首くびをかしげる。

「そうかも、しれません」

「てことは、透とう花かちゃんは、恋こいする乙女おとめなんだあ。可愛かわいいなー」

　──可愛かわいい。

　その言こと葉ばを、はじめて受うけ取とった日ひのことがよみがえる。

「……あれ？　どうしたの？」

「あ……なんでもないです……って、何なにしてるんですかっ」

　気きがつくと、私わたしの頬ほおを、先せん輩ぱいが人ひと差さし指ゆびでツンツンと突ついていた。

「だって、急きゅうに動うごかなくなっちゃったから。透とう花かちゃんって、なんかおもしろい子こなんだね」

　おもしろいのは、どう考かんがえても先せん輩ぱいのほうだと思おもったけれど、とりあえず一いっ緒しょに笑わらっておいた。
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　ざあ──、ざあ──。

　つぎの日ひは、朝あさから、雨あめが降ふっていた。

　このあいだ桜さくらが咲さいて入にゅう学がくしたと思おもったのに、あっという間まに雨あめの季き節せつがやってきた。

　いまでも私わたしは、雨あめが好すきだ。

　深しん呼こ吸きゅうをして、みんなが教きょう室しつにつれてきた雨あめのにおいをかぐ。

　そうすると、君きみと出で会あった日ひのことを、においごと、色いろ鮮あざやかに思おもい出だせる。

　記き憶おくの中なかで、君きみの青あおみがかった瞳ひとみを見みつめていると、チャイムが鳴なった。

　やる気きがないことで評ひょう判ばんの担たん任にんが、大おおきなあくびをしながら登とう場じょうする。

「はあーい。てんこーせー、紹しょう介かいしまーす」

　いま……──転てん校こう生せいって、言いった？

　それが誰だれなのか想そう像ぞうする猶ゆう予よもなく、その生せい徒とが現あらわれた瞬しゅん間かんだった。

　からだは、フリーズした。

「アメリカから、転てん校こうしてきました。よろしく、お願ねがいします」

　いちばん後うしろの席せきからでも、身しん長ちょうが十じっセンチくらい伸のびているのが、わかった。

「きみー、名な前まえ言いわないと」

「あ、そうでした。不ふ二じ木き藍あいです」

　そのやり取とりに、教きょう室しつの一いち部ぶから、小ちいさく笑わらいがおこる。

「天てん然ねんなの、変かわってないね」

「でも前まえより、やさしそうな感かんじになってない？」

「それ、思おもった」

「むこうで、彼かの女じょとか、いたのかなあー」

　斜ななめ前まえの席せきの、中ちゅう学がくから一いっ緒しょだった女じょ子したちが、ひそひそ声ごえで話はなしている内ない容ように、私わたしはどうしようもなく動どう揺ようしている。

「じゃあ、あの席せき、座すわってくれるー？」

「はい」

　先せん生せいが、だるそうに指ゆびをさした席せきは、私わたしのとなりだった。

　藍あいくんが、すたすたと、こちらへ歩あるいてくる。

　私わたしも五ごセンチほど、背せが伸のびた。

　髪かみも、長ながくなった。

　化け粧しょうも少すこし、彩あや花かに教おしえてもらった。

　だけど、目めが合あえばきっと──……。

　高たかまる期き待たいの中なか、私わたしは藍あいくんを見みつめた。

　そして、ぱちりと視し線せんが重かさなる。

　藍あいくんは、私わたしを見みて、やわらかく微ほほ笑えんだ。

「藍あいく……」

　でも、その名な前まえを呼よびかけたとき──藍あいくんは言いった。

「となりの席せきだね、よろしく。よかったら、名な前まえ、教おしえてもらってもいい？」










　　　│ 十じゅう一いっ色しょく │ 君きみ に 会あ い た か っ た







「おはよ、蒼あお井いさん」

「うん。おはよ、不ふ二じ木きくん」

　昨日きのうから、俺おれは都と内ないの高こう校こうに通かよっている。

　となりの席せきの蒼あお井いさんは、中ちゅう学がくのとき同おなじクラスだったらしいけど、あまり印いん象しょうにない。

　というか、東とう京きょうの中ちゅう学がくには三さんか月げつしか通かよっていなかったせいで、ほとんど誰だれのことも、覚おぼえていなかった。

「あれー。不ふ二じ木きくんって、蒼あお井いさんのこと、名な前まえで呼よんでなかった？」

　斜ななめ前まえの席せきの女おんなの子こたちが、ふりむく。

「え？」

「ねえ蒼あお井いさん、そうだよね。蒼あお井いさんも不ふ二じ木きくんのこと、名な前まえで呼よんでいたよね」

　片かた方ほうの女おんなの子こが、蒼あお井いさんの机つくえに身みをのり出だして、せまっている。

「……えっと、そう、だったっけ？」

　歯は切ぎれの悪わるい口く調ちょうで、蒼あお井いさんは答こたえた。

「ふたりしてはぐらかすなんて、やっぱりあのころ、何なにかあったんだー」

　決きめつけるようにして、女おんなの子こたちは話はなす。

「……何なにも、ないよ。ね、不ふ二じ木きくん？」

　きっと、変へんにからかわれて困こまっているのだろう、蒼あお井いさんは苦にが笑わらいを浮うかべて言いった。

「あ……うん」

　俺おれも、なぜそんなふうに言いわれるのか、よくわからないまま、うなずいた。

「あ、透とう花かちゃんおはよ！　今日きょうも可か愛わいいねー！」

　そのとき廊ろう下かから、陽よう気きな声こえが教きょう室しつ中じゅうに響ひびきわたった。

　見みやると、天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおを浮うかべた赤あかっぽい茶ちゃ髪ぱつの男だん子しが、蒼あお井いさんに手てを振ふっている。

　蒼あお井いさんは席せきを立たち、あわててその人ひとに駆かけ寄よった。

「赤あか羽ばね先せん輩ぱい、急きゅうに教きょう室しつこないでくださいよ。先せん輩ぱいのファンもいるんですからっ」

　先せん輩ぱい、だったのか。

　ファンがいるというだけあって、たしかに整ととのった顔かお立だちをしている。

「そんなの俺おれには、関かん係けいないし。透とう花かちゃんに会あいに来きただけだし」

「放ほう課か後ご、毎まい日にち会あえるじゃないですか」

　そのあとは廊ろう下かの奥おくのほうへ行いってしまい、何なにを話はなしているのか聞きき取とれなかった。

　でもふたりは終しゅう始し、たのしそうに笑わらいあっていて、すごく、仲なかがよさそうだった。

　──なぜ、だろう。

　胸むねが、少すこし、ざわざわするのは。
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　七しち月がつも半なかばに入はいり、プールの授じゅ業ぎょうがはじまった。

　でも俺おれは見けん学がくするように父とうさんから言いわれていて、学がっ校こうからも許きょ可かが下おりているらしい。

　理り由ゆうはわかっているけど、俺おれもプールに入はいりたいなと思おもうし、男だん子しで見けん学がくなんて、なんか恥はずかしい。

　女じょ子しから嫌いやがられないように視し線せんを外はずしていると、プールサイドに蒼あお井いさんが制せい服ふくのまま現あらわれた。

「あ。蒼あお井いさんも、見けん学がく？」

　きいてから、デリカシーのないことだったと後こう悔かいした。

　女じょ子しの事じ情じょうは、保ほ健けんの授じゅ業ぎょうで習ならっていたのに、すっかり忘わすれていた。

「うん」

　蒼あお井いさんは答こたえ、俺おれと距きょ離りを空あけるように、ベンチの端はしのほうに座すわった。

　どうしよう。ちょっと、気きまずい。

「もしかして……不ふ二じ木きくんは、泳およげないとか？」

　そう思おもっていると、ちらりと俺おれを見みてから、蒼あお井いさんがいたずらにそうきいた。

「あ……ばれた？」

「うん」

「俺おれ、プールで溺おぼれて、死しにかけたことがあるんだ。中ちゅう学がく一いち年ねんのときの話はなしで、よく覚おぼえてないんだけど」

　なんとか一いち命めいはとりとめたけど、助たすかったあとは、しばらく眠ねむり続つづけていたらしい。

　脳のうに負ふ担たんがかかったとかで、一いち部ぶの記き憶おくが飛とんでしまったと、医い者しゃは説せつ明めいしてくれた。

　それ自じ体たいも、一いち年ねんくらい前まえに、思おもい出だしたことだ。

　そしてプールを見けん学がくしなければいけないのも、それが理り由ゆうだった。

「……そうだった、んだ」

　重おもい話はなしをしてしまったせいか、蒼あお井いさんは少すこし、ショックを受うけたような顔かおをした。

「だから、その辺あたりの記き憶おくが曖あい昧まいで……。クラス一いっ緒しょだったのに、うまく思おもい出だせなくて、ごめん」

「ううん、三さんか月げつしかいなかったんだから、しょうがないよ。それに思おもい出ださないほうがいいと思おもうし」

　プールの水すい面めんの上うえで跳はねる光ひかりを眩まぶしそうに見みつめながら、蒼あお井いさんは言いった。

「なんで？」

　──なぜ、思おもい出ださないほうがいいなんて、言いうのだろう。

「えっと……私わたしも藍あいくんのこと、あんまり覚おぼえてないから」

　それはどこか寂さびしそうな声こえだった。

「……そっか」

　そして──聞きき違ちがいじゃなければ、いま、蒼あお井いさんは俺おれのことを──藍あいくん、と呼よんだ。

　無む意い識しきに、出でてくる感かんじだった。

　その証しょう拠こに、名な前まえで呼よんだことを、気きがついてもいない。

　そして、名な前まえを呼よばれた瞬しゅん間かん、生いきていると、感かんじた。

　どうしてそんな気き持もちになったのか、よくわからないけれど、もしかしたら女おんなの子こたちの言いったとおり、俺おれと蒼あお井いさんは、名な前まえで呼よび合あう関かん係けい、だったのだろうか……。

　しぼり出だすように記き憶おくを辿たどるけど、蒼あお井いさんが教きょう室しつにいたことすら、思おもい出だせない。

　やっぱり、考かんがえすぎかもしれない。

　俺おれは頭あたまを休やすめるように、ぼうっとプールを眺ながめた。

　その中なかに金きん魚ぎょが泳およいでいるのを想そう像ぞうする。

　小ちいさかったころ、女おんなの子こが絵えを描かいてくれたことがあった。

　すくったばかりの金きん魚ぎょが死しんでしまって、泣ないていた俺おれをなぐさめてくれたのだ。

　あの女おんなの子こはいま、どうしているんだろう。

　ものすごくきれいな、夢ゆめみたいな絵えを描かいていたことだけを鮮せん明めいに覚おぼえている。

　──たしか、俺おれと同おなじ名な前まえの絵えの具ぐで、描かいてくれたような気きがするんだけど……。

「あのさ……蒼あお井いさんって、美び術じゅつ部ぶなんだよね」

「そうだよ」

「俺おれと、同おなじ色いろの絵えの具ぐって、ある？」

　そう問といかけた瞬しゅん間かん、どうしてだろう。

　蒼あお井いさんは、いまにも泣なき出だしそうな表ひょう情じょうになった。

「……うん、あるよ。とてもきれいな色いろ」

　それから視し線せんをそむけ、静しずかな声こわ色いろで、そう教おしえてくれた。
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　一いっ週しゅう間かんが経たっても、蒼あお井いさんのその悲かなしそうな顔かおが脳のう裏りにこびりついて、まだ消きえないでいた。

「はあ……」

　こうしてゴミ捨すて場ばに向むかっている途と中ちゅうも、思おもい出だすたび、ため息いきがこぼれでる。

　色いろをきいただけなのに、どうしてあんな顔かおをしたんだろう。

　そして、あんな顔かおをさせてしまったことに、どうしようもなく胸むねが痛いたくなるのは、転てん校こうしてきたときからずっと、蒼あお井いさんのことが気きになっているからなのかもしれない。




　ゴミ捨すてを終おえて戻もどったとき、廊ろう下かから蒼あお井いさんがひとり教きょう卓たくをふいているのが見みえた。

　みんな帰かえったのに、まだ掃そう除じをしていたようだ。

　いつも真ま面じ目めで、誰だれも気きにしないようなところに気きがつく。

　そういうところが、素す敵てきだなと感かんじていた。

「透とう……」

　その名な前まえを呼よびかけそうになったのは──無む意い識しきだった。

「透とう花かちゃん！」

　でも先さきに、その名な前まえを呼よんだのは、前まえも教きょう室しつに来きていた、赤あか羽ばね先せん輩ぱいだった。

　俺おれはとっさに、身みをかくした。

「あ、先せん輩ぱい。いまから部ぶ活かつ、行いくところです」

「うん、俺おれも。でもちょっと、部ぶ活かつ行いく前まえに、話はなしたいことがあるんだ」

「……どうしたん、ですか？」

　まわりに誰だれもいないからだろう、今日きょうはふたりの会かい話わが、はっきりと聞きき取とれた。

「透とう花かちゃんは、まだ、好すきだった人ひとのこと、好すきなの？」

　また胸むねが、異い常じょうにざわつく。

　気きになっている存そん在ざいの蒼あお井いさんに、好すきな人ひとが、いることを知しったからだろうか。

　でもその質しつ問もんに、蒼あお井いさんはなかなか答こたえない。

　何なにかを、考かんがえ込こんでいるようだった。

「俺おれとつきあったほうが、幸しあわせにしてあげられると思おもうよ」

　すると、そんな台詞せりふが飛とんできた。

「冗じょう談だんは、やめてください……」

「──冗じょう談だんじゃないよ」

　ドンッと音おとがして、扉とびらの後うしろに隠かくれていたけど、思おもわず教きょう室しつの中なかを覗のぞき見みた。

　赤あか羽ばね先せん輩ぱいの腕うでで壁へき面めんへとにじりよられ、蒼あお井いさんは少すこし顔かおを赤あからめている。

　どうしてか、助たすけに行いかなければと感かんじた瞬しゅん間かん、蒼あお井いさんは首くびを横よこに振ふり、言いった。

「ごめんなさい……。忘わすれないって、約やく束そくしたんです」

〝私わたしが忘わすれない……〟

　ふわりと、ふってくるみたいに、耳みみの奥おくで、誰だれかの声こえが、した。

「それは……どういうこと？」

「ふたりの秘ひ密みつ、なんです」

　蒼あお井いさんは、大たい切せつなものをしまうみたいに、そう答こたえた。
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「そっか……なんだか、わけありみたいだね。だけど気きが変かわったら、いつでも俺おれの彼かの女じょになっていいからね」

「……赤あか羽ばね先せん輩ぱいは、なんでそんなに、私わたしにやさしく、してくれるんですか」

「だって、透とう花かちゃんのことが、好すきだから」

　──好すき。

　いつか誰だれかに、その言こと葉ばを、伝つたえたことがあるような気きがする。

　だけど俺おれは、いままで誰だれかを好すきになったことが、あっただろうか……。

「じゃあ先せん輩ぱいは、ショックを癒いやしてから行いくから。先さきに部ぶ活かつ、行いっていてくれる？」

「……あ、はい」

　蒼あお井いさんは少すこし気きまずそうな顔かおで、教きょう室しつから駆かけ出だしていった。

　そして完かん全ぜんに足あし音おとが聞きこえなくなってから、赤あか羽ばね先せん輩ぱいが、黒こく板ばんに向むかってこう叫さけんだ。

「おーい、覗のぞいているおまえ、でてこい」

　さっきとは別べつ人じんみたいに、低ひくい声こえだった。

「おまえ、だよ」

　今こん度どはあきらかに、こちらのほうをむいて言いった。

　廊ろう下かに立たっていた俺おれは、教きょう室しつの扉とびらから半はん分ぶん顔かおを出だすと、人ひと差さし指ゆびで、自じ分ぶんを指ゆびさした。

「そうだよ。おまえ以い外がいにいるか？」

「なん、ですか。俺おれ、ゴミ捨すてから戻もどってきただけで……」

　言いいながら、ようやくゴミ箱ばこを戻もどしに教きょう室しつへ入はいった。

「うそ、つけ。俺おれの一いっ世せ一いち代だいの告こく白はく、盗ぬすみ見みしてたくせに」

　精せい一いっ杯ぱい、隠かくれていたつもりだったけれど、ばれていたらしい。

　でも別べつにうそはついていない。

「おまえ、名な前まえ、何なに？」

　ズボンのポケットから、プリン味あじの棒ぼうつきキャンディをとり出だして、口くちに含ふくんでから、赤あか羽ばね先せん輩ぱいは言いった。

「不ふ二じ木き、ですけど……」

「名な前まえって言いったら、下したの名な前まえだろ？」

「藍あい……です」

　すると、異い常じょうに大おおきなため息いきをつかれた。

「やっぱりかあー」

「……やっぱり、ってなんですか」

　名な前まえを答こたえて、落らく胆たんされる意い味みが、わからなかった。

「なんか、そんな感かんじの名な前まえかなあと思おもって」

「……はあ」

　以い前ぜん、教きょう室しつに来きたときも少すこし思おもったけど、ちょっと変かわった人ひとなのだろうか。

　気きまずいのもあるけど、はやく、帰かえりたい。

　そう感かんじていると、赤あか羽ばね先せん輩ぱいは、急きゅうに真ま面じ目めな顔かおになって、俺おれを見みすえた。

「いつもさ……放ほう課か後ご、美び術じゅつ室しつで透とう花かちゃんがなんの絵え描かいてるか、知しってる？」

　なぜ、そんなことを、俺おれにきくのだろう。

「……えっと、知しらないです」

　美び術じゅつの授じゅ業ぎょうは選せん択たくしていないし、美び術じゅつ室しつには、特とくに用よう事じがないから、行いったことがない。

「ぜったいに、藍あい色いろの絵えの具ぐしか、使つかわないんだ。あんなに才さい能のうがあるのに。どうしてだと思おもう？」

　──藍あい色いろ。

〝同おなじ……名な前まえだから？〟

　そのとき、また誰だれかの声こえが、耳みみの奥おくで聞きこえた。

「……わからない、です」

　わからない。

　なのに──俺おれの心しん臓ぞうは、波なみがおしよせるみたいに、鳴なりはじめた。

「じゃあ、見みに行いけば、わかるんじゃない？」

　吐はき捨すてるように言いわれ、背せをむけられる。

「つーことで、俺おれ今日きょうはもう、ふられたショックで部ぶ活かつ行いかないから。って、伝つたえといて。じゃーねー」

　後うしろむきに手てをひらひらさせて、赤あか羽ばね先せん輩ぱいはひょうひょうと教きょう室しつから去さっていった。




　ざああああああああ────。

　そのとき教きょう室しつの外そとに、なんの前ぜん兆ちょうもなく、はげしい雨あめが降ふりはじめた。

　そういえば……あの日ひも、こんな雨あめが降ふってきたんだ。

　──あの日ひ……？

　あの日ひって、いつだ。

　わからない。

　何なにもわからないのに……気きがついたら俺おれのからだは、美び術じゅつ室しつに向むかって走はしっていた。

　色いろをきいたとき、どうしてあんなに悲かなしそうな顔かおをしたのか。

　名な前まえを呼よばれたとき、どうして生いきていると感かんじたのか。

　授じゅ業ぎょう中ちゅうも、無む意い識しきに蒼あお井いさんを眺ながめているときがある。

　いままではただ、その透とう明めい感かんのある可か憐れんさが、気きになっているのだと思おもっていた。

　でも、それだけじゃ、ないのかもしれない。

　蒼あお井いさんが視し界かいに入はいると、いつも心こころがざわつく原げん因いんを、俺おれはずっと、確たしかめたかったのかもしれない。




　雨あめのせいでほんのりと薄うす暗ぐらい美び術じゅつ室しつを覗のぞくと、蒼あお井いさんはひとり、真しん剣けんな面おも持もちで絵えを描かいていた。

　ゆっくり足あしを踏ふみ入いれると──吸すい込こまれるような、藍あい色いろの絵えがそこにあった。

　……ああ、そうか。

　そう、だった。

　すべての記き憶おくが、瞳ひとみの奥おくで駆かけ巡めぐる。




「──きれいな、絵えだね」




　俺おれは……ずっと君きみに、会あいたかったんだ。

　そう告つげる代かわりに言こと葉ばを落おとすと、まるで生うまれてはじめてのように、涙なみだがこぼれた。
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　──ざああああああ。

　──ざああああああ。

「はあ……」

　ものすごい雨あめの音おとが、悲かなしい世せ界かいから、私わたしをふさいでくれる。

「ため息いきばっかりついてたら、幸しあわせが逃にげてくよ？」

　ひさしぶりに部ぶ活かつに来きている桃ももちゃんが、指ゆびで私わたしの両りょう頬ほおをつまみ、変へんな顔かおにする。

　桃ももちゃんの絵えは、パステルカラーで描かかれていて、魔ま法ほう少しょう女じょの世せ界かいみたい。

「ひゃって……」

「赤あか羽ばね先せん輩ぱいの告こく白はく、うれしくなかったの？」

　ちょっとだけ不ふ機き嫌げんにたずねながら、私わたしの両りょう頬ほおをつまんでいた手てを放はなしてくれる。

「すごく、うれしかった……けど……」

　──もしかして、桃ももちゃんは先せん輩ぱいのことが……。

　なんて、ちょっと勘かんぐってしまいながら、答こたえたとき、

「……あの転てん校こう生せいが、好すき、でしょ？」

　桃ももちゃんは得とく意いげにそう言いい当あてた。

「え……なんで、わかったの……？」

「親しん友ゆうなんだから、わかるに決きまってるでしょ？」

　その言こと葉ばが、見み事ごとなウインクとともに飛とんできて、あまりのうれしさに私わたしはかたまった。

　目めを泳およがせる私わたしを眺ながめながら、桃ももちゃんはおもしろそうにクスクスと笑わらう。

「ということで……親しん友ゆうから忠ちゅう告こく。好すきな人ひとには、好すきって言いわなきゃ、伝つたわらないよ。赤あか羽ばね先せん輩ぱいは、いつもアホみたいな感かんじだけどさ、きっと勇ゆう気き出だしたんだって、思おもうよ」

　その桃ももちゃんらしい、ちゃんと愛あいがつまった毒どく舌ぜつに、心こころがほぐれて、ちょっと笑わらってしまう。

「……うん、そうだね。赤あか羽ばね先せん輩ぱいが来きたら、真しん剣けんに謝あやまるよ」

「いや、だめ。さらにダメージいくから」

　真ま面じ目めに答こたえたのに、桃ももちゃんは苦にが笑わらいをした。

「そうなの？」

「うん。透とう花かって、やっぱりちょっと天てん然ねんだよね」

　はじめて言いわれた天てん然ねんというフレーズに、ちょっとだけ困こん惑わくしていると、桃ももちゃんは続つづけて言いった。

「じゃあ私わたし、ごはんの用よう意いあるから、先さき帰かえるね」

「う、うん」

「ねえ。透とう花か、大だい好すきだよ」

「私わたしも桃ももちゃんが、大だい好すき」

　親しん友ゆうと呼よべる存そん在ざいと──笑え顔がおで、ばいばいと、手てをふり合あう。

　それだけで、胸むねがこんなに、あたたかくなる。

　でも……やっぱり。

　どうしようもないくらい、この透とう明めいな心こころの色いろを、塗ぬりかえられるのは藍あいくんだけだった。

　だけど、好すきなんて、軽かる々がるしく言いえるわけがない。

　だって藍あいくんは、何なにも思おもい出ださないほうが、幸しあわせになれる。

　自じ分ぶんを人にん間げんだと思おもって生いきたほうが、いいに決きまっている。

　なのに──。

　わかっているのに。

　私わたしの手てはまだ、好すきを描かいている。

　藍あい色いろの絵えの具ぐで、君きみを描かいている。

　あふれてくる涙なみだを指ゆび先さきでふきとり、その手てでそっとキャンバスに触ふれる。

　そして……その部ぶ分ぶんがにじんで、絵えが、完かん成せいした。

　もう……藍あい色いろの絵えの具ぐをつかうのは、これで、最さい後ごにしなきゃ。




「──きれいな、絵えだね」




　そう思おもったばかりなのに。

　美び術じゅつ室しつに迷まよい込こんできた声こえに、一いっ瞬しゅんで世せ界かいが色いろづくのは、その言こと葉ばを、ずっと、ずっと、待まっていたからだ。

「……抽ちゅう象しょう画が、っていうの」

　完かん成せいしているのに、私わたしは、涙なみだをにじませる指ゆびをとめずに言いった。

　この二に年ねんで、ずいぶん絵えがうまくなったと思おもう。

　自じ分ぶんでも、目めの前まえの絵えを、胸むねをはって、きれいだと思おもえるくらいに。

「……ちゅうしょうが？」

　その声こえは、どこかふるえているようにも、聞きこえた。

「こういう、アートな感かんじの、夢ゆめを見みているみたいな絵えは、抽ちゅう象しょう画がっていうんだ」

　それは──あの日ひ、君きみが教おしえてくれたことだ。

「この絵えは……何なにを描かいたの？」

　君きみが、そっと絵えを覗のぞき込こんできく。

　うそをつくべき、だったのかもしれない。

　だけど。

　どうしても。

「……藍あいくん、だよ」

　この絵えが……、君きみを描かいたのだということだけは、伝つたえたかった。

「私わたしの世せ界かいね、ずっと、透とう明めいだったんだ」

　ずっと、ひとりぼっちだった。

「だけど……君きみと出で会あって……透とう明めいじゃなくなった」

　ずっと、ひとりでいいと思おもっていた。

「君きみが名な前まえを呼よんでくれた日ひ、生いきているって、思おもえた」

　名な前まえなんて、あってもなくても、呼よばれないのなら一いっ緒しょだって、思おもっていた。

「私わたしが悲かなしいときは、君きみがきれいな景け色しきを見みせてくれた」

　ねえ──藍あいくん。

　いま私わたしは、藍あいくんが描かいてくれたあの絵えのように、笑わらえているかな。

「君きみを好すきになってから……私わたしの世せ界かいは……ぜんぶ、藍あい色いろだった」

　この二に年ねん間かん、毎まい日にち、藍あい色いろの絵えの具ぐで、何なん枚まいも何なん枚まいも、藍あいくんを描かき続つづけた。

　絵えを描かいているときだけは、藍あいくんが傍そばにいるように感かんじて、さみしくなかった。

　それは藍あいくんが、私わたしのことを忘わすれてしまったとしても……。

　この絵えを見みれば、きっと思おもい出だしてくれるって、そう信しんじていたからなのかもしれない。

「……なんて、ね」

　へたくそに誤ご魔ま化かした、その瞬しゅん間かんだった。

　藍あいくんの腕うでが、私わたしのからだを思おもい切きり引ひきよせた。

「……どう、したの……？」

　声こえが、ふるえる。

「…………」

　藍あいくんは、何なにも答こたえない。

　ただ力ちからいっぱいに、私わたしを抱だきしめている。

　まるでしぼられるみたいに、ぽとぽとと、雨あめみたいに涙なみだがこぼれた。

「……藍あいくんっ」

　だって、私わたしには……わかった。

　────私わたしを、思おもい出だしてくれたのだと、わかった。

「透とう花か……」

　ずっとその声こえに、名な前まえを、呼よばれたかった。

「うん……」

　返へん事じをしてゆっくりとからだを離はなすと、藍あいくんの目めからはちゃんと涙なみだがこぼれていた。

「藍あいくん」

「透とう花か」

　たしかめ合あうように名な前まえを呼よび合あうと、透とう明めいだった心こころが、細さい胞ぼうのひとつひとつまで、藍あい色いろに染そまっていく。

「名な前まえを呼よぶのが、遅おそくなって、ごめん」

「ううん……うれしいよ」

　だってやっと、会あいたかった藍あいくんに──会あえたのだから。

「この絵えを見みて……俺おれやっと、ぜんぶ、思おもい出だしたんだ」

「うん」

　ぜんぶというのは、きっと、自じ分ぶんがＡエーＩアイだということもふくめて、ということだろう。

「透とう花かは……俺おれがＡエーＩアイでも……いいの？」

　だから藍あいくんは、真しん剣けんにそうきいた。

　私わたしは藍あいくんを見み上あげて、言いった。

「藍あいくんが、いい……。藍あいくんしか、好すきになれないから」

「ありがとう……。俺おれも、透とう花かしか、好すきになれない」

　藍あいくんはそう言いって、私わたしの額ひたいに、雨あめの雫しずくを落おとすみたいに、静しずかに口くちづけた。

　ＡエーＩアイだなんて知しらなければ、そのやわらかい感かん触しょくは、人にん間げんそのものだ。

　お互たがい照てれくさくなって、ちょっと笑わらい合あった。

　それから少すこしして、藍あいくんがめずらしく、ふてくされたように切きり出だした。

「そういえば……さっき、先せん輩ぱいに告こくられてた」

「み、見みてたの？」

　まさか見みられていたなんて。

　いっきに、気きまずさがこみ上あげる。

「偶ぐう然ぜん。でも、あの先せん輩ぱい……いい人ひとだね。おかげで、ここに来こられたから」

「そうなの……？」

「透とう花かが毎まい日にち、藍あい色いろの絵えを描かいているって、教おしえてくれた」

　──先せん輩ぱい……。

　つらいはずなのに、私わたしの幸しあわせの味み方かたを、してくれたんだ。

「私わたし……ありがとうって、言いってこなきゃ」

「待まって」

　とっさに駆かけ出だそうとした私わたしの手て首くびを、藍あいくんは繋つなぎとめるようにつかんだ。

「もう今日きょうは、帰かえったよ。そう、伝つたえといてって」

「そっか……」

　わざとふたりきりにしてくれたのだと、すぐにわかった。

　心こころの中なかで、小ちいさくありがとうと唱となえたとき、ふんわりと手て首くびを引ひっぱられた。

「……俺おれ、ずっと透とう花かに、会あいたかった」

　気きがつくと、私わたしは藍あいくんの腕うでにふたたび抱だきしめられていた。

「うん、私わたしも」

　そして、あの日ひと同おなじように肩かたに顔かおを埋うずめ、

「……きれいな景け色しき、見みせてくれて、ありがとう」

　藍あいくんはそう言いった。

「見みせてくれたのは、藍あいくん、だよ」

　雨あめのにおいの中なか、すべての記き憶おくが、走そう馬ま灯とうのように、心こころをめぐる。

　グラデーションがかかっていくように、町まちが夜よるに呑のみ込こまれていく様よう子す。

　点てん描びょう画がみたいなのに、どこから見みても、丸まるい花はな火び。

　学がっ校こうのプールに泳およいでいた金きん魚ぎょ。

　その金きん魚ぎょが、いっせいに跳はねた瞬しゅん間かんのこと。

「ねえ……藍あいくん。私わたしも……言いわなきゃいけないことがあるの」

　気きがついたときから、本ほん当とうはずっと、言いいたかった。

「どうしたの」

　ざああああああ───。
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　ざああああああ───。

　弱よわまっていた雨あめがまた、美び術じゅつ室しつの四し角かくい窓まどの向むこうではげしく降ふりはじめる。




「私わたしもね…………ＡエーＩアイなんだ」




　世せ界かいを彩いろどるその雨あめは──四よん十じゅう八はっ色しょくの藍あい色いろをしていた。







End
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